


はじめに

 国際学部では、 学部ホームページを活用した広報活動の一環として、 2017 年

度より専任教員によるリレー・エッセイを実施しました。 内容は広く各教員の研究、

教育活動に関わることであり、 できるだけ平易に書くように努めました。 それによっ

て、 国際学部への入学を検討している受験生やその保護者の方に学部の 「雰

囲気」 を伝えるとともに、 すでに入学した在校生たちにも、 授業だけでは伝わりに

くい教員の関心や来歴などについての情報を提供することで、 学びの広がりや次

年度のゼミの選択における材料としてもらうことを目的としました。

 先生方には、 学務や教務の忙しいなかご協力いただき、 29 本のエッセイが

2017 年 4 月中旬から 2018 年 1 月中旬の 9 ヶ月にわたって掲載されました。

この場を借りて、 改めてお礼申し上げます。 また、 掲載時に取りまとめに当たり、

今回の PDF でのエッセイ集作成に際しても編集に当たってくれた国際学部助手の

みなさんにも、 心から感謝いたします。

 なお、 エッセイ集において述べられている見解については、 あくまで執筆教員個

人のものであり、 学部全体を代表するものではないことをお断りしておきます。

2018 年 3 月 10 日

国際学部広報委員会

委員長 西山 暁義
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 1.“This is what democracy looks like! Or is it?”
Lillian Swain

Americans living abroad are able to vote by absentee ballot ( 不在者

投票 ), so last fall, I sent my vote by post for the US presidential election. 

According to the United States Elections Project, an all-time record 

number of people voted along with me, breaking the previous record of the 

number of Americans who voted in 2008, when Barack Obama was elected. 

Still, that means only 60 percent of the people who could vote actually voted, 

and Donald Trump became president by receiving the votes of only around 

30 percent of the people. 

Unfortunately, this was not unusual. The number of people who come 

out to vote in US elections is low; for the last 30 years, the turnout has stayed 

between 50 and 60 percent. The US ranks 31st among the 35 countries 

in the Organization for Economic Cooperation and Development (OECD), 

according to the Pew Research Center. Meanwhile, Belgium had an 87.2 

percent turnout rate in a recent (2014) election. 

How about Japan? Voter turnout in the July 10th, 2016 Upper House 

election was 54.70 percent, the fourth-lowest on record. That was the first 

time that 18- and 19-year-olds could vote. 
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According to the final tally, 51.17 percent of 18-year-olds and 39.66 

percent of 19-year-olds voted in the election. These rates were lower than 

the total average of 54.70 percent, but higher than the rate of voters in their 

twenties, which was 33.37 percent. 

Why did 18-year-olds vote more than 19-year-olds? Various reasons 

have been suggested, but one is that most 18-year-olds were high school 

students at the time, and participated in voter education programs at school. 

If that is true, then it seems that high schools had a positive effect on voting 

rates. We in the university need to try harder to encourage voting by talking 

about issues at stake in elections, and helping each other understand the 

critical importance of using our voices, and our votes. 

（2017.4.18）
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2. 『ジャコメッティとともに』 から始まった
　　　木戸 雅子

　昨年、 上海にある余徳耀美術館でアルベルト ・ ジャコメッティの大回顧展が開か

れた。 ジャコメッティ （1901-1966） は、 スイス出身でパリを拠点に活躍した現代

彫刻を代表する作家である。 針金のように細く肉体を削り取った独特の人物彫刻で

良く知られている。 ジャコメッティの彫刻展が開催されるのは久しぶりであったし、 上

海の現代アート美術館に２５０点もの作品が出品されると知り、 これはどうしても見な

ければと７月に上海へ飛んだ。

　「どうしても見たい」 という思いは、若い頃に大きな影響を受けた一冊の本への少々

センチメンタルな懐古からでもある。 それは哲学者の矢内原伊作 （1918-1989）

による 『ジャコメッティとともに』 (1969 年　筑摩書房 ) という本で、 当時の新進気

鋭の彫刻家アルベルト ・ ジャコメッティとそのモデルを務めた矢内原との精神的な交

流の記録である。 パリに留学中に矢内原はジャコメッティと知り合い、 ジャコメッティ

の求めに応えてモデルを引き受ける。 「見えるとおりに描きたい」 と時間を忘れてジャ

コメッティは矢内原の肖像を描くが、 「これではだめだ、 もう少しで見えてくる」 と言っ

ては一日が終わると消してしまう。 こうした日々が延々と続き、 矢内原は真実に近づ

こうと苦悶する芸術家の仕事を中断するのが忍びなく、 何度も帰国を延期してジャコ

メッティの前に座り続けた。

　漠然と芸術とか美術に憧れて東京藝術大学の芸術学科に入学したばかりの私に

彫刻科の友人がこの本を貸してくれた。 作品を作るのではなく物の本質に近づくため

に、 表面のウソを削り取っていくかのように対象を見ようとする作家の姿勢や、 その

間に発せられる言葉の一つ一つが心に響いた。 当時は実存主義や記号論などが流

行っていて、藝大でも 「存在とは何か」 をテーマに食堂でサルトルやメルロ・ポンティ

などの読書会が開かれているような時代だった。 一方大学の庭では彫刻科の学生

たちが、 晴れても雨でも朝から晩まで、 大きな石の上に乗っかって黙々と鑿
のみ

を振る

い続けている。 彼らは到底私にはできそうもないし、 やろうと思ったこともないことをし

ている人たちとしか見えなかった。
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だが、 この本を読んで以来、 矢内原がジャコメッティに向ける眼差しと私が彼らに向

けるそれが重なってしまったような気がする。

彫刻家への一種の畏敬の念が生まれたのだ。

　余徳耀美術館は、 飛行機の格納庫だった巨大な建物を中国の現代アートのコレ

クションを展示するために改築 （建築家、 藤本壮介） して、 2014 年に開館した新

しい美術館である。 ジャコメッティ展は、パリのアトリエの内部の再現から、画家であっ

た父の作品、 スイス時代の初期の油彩画や彫刻から晩年の代表作である巨大な <

歩く男 > まで充実した内容の展覧会だった。 < 歩く男 > のシリーズは、 美術館の中

央の巨大な空間に展示されても決して空間に負けない見事な存在感を与えていた。

そのそばにジャコメッティと矢内原の交流を紹介するコーナーが設けられていた。 画

架に矢内原の肖像を載せ、 その後ろの壁にはジャコメッティとその妻アネットと矢内

原の写真が拡大して展示されており、 『ジャコメッティとともに』 が再現されているの

が嬉しかった。 かつてこの本を貸してくれた夫とともにそこに立てたことも。

　この展覧会の一部が日本にやってくる。 6 月 14 日から 9 月まで六本木の国立新

美術館で開催される没後 50 年を記念するという 「ジャコメッティ展」 である。 上海

の美術館とは異なる空間でジャコメッティの作品がどのように見えるのか、 今から楽

しみである。

　今年は、 この他にも 「ミュシャ展」、 「草間弥生展」、 「バベルの塔―ブリューゲル

展」、 「シャセリオー展」、 「アルチンボルト展」 など充実した展覧会が目白押し、 本

物を見ることができる絶好の機会をお見逃しなく。

（2017.4.26）
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 3. ドイツにおける刺青の過去と現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山 暁義

　2013 年 4 月、 私は在外研究を認められ、 1 年間ドイツ、 ベルリンで暮らすことに

なった。 その際、 大学や公文書館などでの研究とともに、 せっかくの機会ということ

で、 壁の崩壊から約四半世紀が経つベルリンの街とその周辺を地下鉄やバスを使っ

て訪ねて回った。

ドイツにおけるタトゥーの統計調査

　ちょうど日本では、 前年に大阪の市営バスの運転手の刺青をめぐる問題が世論を

騒がせていたころであった。 その記憶もあって、 バスに乗車する際、 私の視線はど

うしてもベルリンのバスの運転手の腕や首筋に吸い寄せられていった。 なめるように

自分をのぞき込む気味の悪いアジア人、 と思われたかもしれない。 ともあれ、 私が

見たところ、 男女を問わず刺青をしている運転手は少なくなかったが、 日本で言わ

れている場合のように、それが 「乗客に不快の念を与えている」 ようには見えなかっ

た。

　実際、 ドイツの代表的な世論調査機関である、 アレンスバッハ研究所の 2014 年

の調査によれば、 ドイツ人の 8 人に一人以上がタトゥーをしており （13%）、 2003 年

の 9% から増加している。 年齢別では、 16 ～ 29 歳の青年層ではその数はほぼ 4

人に一人 （24%） と倍増する。 この数は、山本芳美 『刺青と日本人』 （平凡社新書、

2016 年） で挙げられているヨーロッパ全体における数値とほぼ一致し、 フランスの

場合ともほとんど変わりがない。 さらに、 アレンスバッハの調査によれば、 ドイツ人全

体では 21%、 青年層では 46％が、 タトゥーに対して好意的な印象を持っており、 す

でにタトゥーを入れた人の 72％が、 再び入れたいと考えているのだという。 一方、 ピ

アスの方が普及しておらず、 全体で 7%、 青年層でも 15% にとどまる （ただし、 ここ

では 「普通のイアリング」 は対象外となっている）。

 もちろん、 こうした数は平均値であり、 年代以外にどのような偏差が存在するのかも

問題となる。
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すぐに思いつくのは性別であるが、 （私にとっては） 意外なことに、 青年層の女性の

方がタトゥー率は高く 30%、 それに対して男性は 18% にとどまっている。 さらに学歴

については、 日本での中学高校卒業にあたる基幹学校卒業者では 33%、 実科学

校卒業者で 29%、 大学進学資格取得者の場合は 14% と、 学歴が高くなるにつれ

てタトゥー率は低くなる傾向にあるという。

　ただし、 タトゥーを低学歴、 低所得に偏った現象と考えるには、 大学進学者の 8

人に一人という数字は大きすぎるといえるだろう。 ちょうど渡独直前の 2013 年初に

行われたチェコの大統領選挙に立候補して話題となった、 劇作家でプラハの演劇

アカデミー教授でもあるウラディミール ・ フランツのように、 顔全体を含め、 身体の

90% 以上にタトゥーが施されているのは例外中の例外にしても、 腕や首、 背中など

にポイント的に彫られたタトゥーをもつ者は、大学の私の研究者の友人のなかにもけっ

して多くはないが、 複数存在した。 また大学以外でも、 10 年ほど前に日本に遊び

に来たルクセンブルク人の友人は、 （日本でもしばしばこの問題をめぐって報道され

るエピソードのように） 一緒にスーパー銭湯に行って 「刺青お断り」 という掲示にショッ

クを受けていたが、 その時私は、 クレディ ・ リヨネというフランスの有力銀行で働いて

いた彼がタトゥーを入れていたことをそこで初めて知り、 むしろそちらの方に驚いた記

憶がある。
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歴史におけるタトゥー ： 「野蛮」 と 「魅惑」

　歴史を振り返れば、 ヨーロッパ人がタトゥーにエキゾチックな魅力を見出したことは、

決して最近のことではない。 「タトゥー」 という言葉がポリネシア起源であることが示唆

するように、 とりわけ 18 世紀のジェームス ・ クックの探検航海は、 ニュージーランド

のマオリ族やポリネシア諸島の人々の身体の装飾文化に対する関心を高めることに

なった。 もちろん、 それは肯定的なものばかりであったわけではない。 クックの 5 歳

年上で、 啓蒙時代のドイツの哲学者イマニュエル ・ カントは、 マオリ族のタトゥーを身

体の自然な美しさを歪めるものであると断じ、キリスト教を布教する宣教師たちも 「異

教時代への先祖返り」 とみなしていた。 その一世紀後には 「犯罪人類学」 の祖と

いわれるイタリア人チェーザレ ・ ロンブローゾが、 工業化が進むヨーロッパ社会の文

脈において、タトゥーは 「文明化」 されていない 「精神的貧困」 の象徴であり、タトゥー

をもつ労働者は潜在的な 「犯罪者予備軍」 を形成しているとした。

　　しかし、 こうしたタトゥーを 「野蛮」、 「反社会的」 として忌避する考え方が広がる

一方で、 同じ時期、 むしろ最も 「文明化」 されているはずの人々の間で、 タトゥー

に対する情熱が高まっていった。 そしてそれには、 「開国」 した日本の 「刺青文化」

への関心が大きく寄与していた。 日本を訪れたヨーロッパの王族や軍人たちのなか

には、 彫り師にタトゥー （刺青というべきか） を彫らせたものが少なからずおり、 その

中には、のちの英国王ジョージ 5 世や、ロシア皇帝ニコライ 2 世、さらに彼らが皇帝・

国王として経験することになる第一次世界大戦のきっかけとなったサラエボ事件で斃

れたオーストリア皇太子フランツ・フェルディナンドらが含まれていた。 付け加えれば、

ハプスブルク家では他にも、 皇后エリザベートがギリシャ旅行の際の思い出として肩

に碇のタトゥーを入れ、 夫フランツ ・ ヨーゼフを仰天させたというエピソードもある （ブ

リギッテ ・ ハーマン 『エリザベート―美しき皇妃の伝説』 朝日文庫、 2005 年）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9



　ドイツについても、 ジョージ 5 世やニコライ 2 世と従兄弟関係にある皇帝ヴィルヘ

ルム 2 世の弟ハインリヒが日本を訪れており、 彼の刺青はその時入れたものである

可能性が高い。 兄の皇帝についてもタトゥーがあったという説もあるが、 小山騰 『日

本の刺青と英国王室―明治期から第一次世界大戦まで』 （藤原書店、 2010 年）

も指摘するように、 確実な証拠があるわけではない。 ちなみに、 同書は第一次世

界大戦開戦時の参戦国の君主たちと同様、 第二次世界大戦の連合国側の 「ヤル

タの三巨頭」 ―チャーチル、ルーズベルト、スターリン―もまた、皆タトゥー持ちであっ

たことを述べて終わっている。 ただし、 （家紋のタトゥーを入れていたという） ルーズ

ベルトについては、 セオドアはほぼ定説のようであるが、 フランクリンについては断言

できるわけではないようである。

 第一次世界大戦前のドイツは、 「遅れてきた植民地帝国」 として、 アフリカや南洋

諸島に保護領を有していたが、 そのなかには 「タトゥーの母国」 サモアも含まれて

いた。 ドイツの植民地統治は、 現地先住民との混合婚を禁止するなど隔離主義的

側面が強調されるが、 その一方で、 最後のサモア総督であったエーリヒ ・ シュルツ

＝エーヴェルトは、 malofie （あるいは Pe’ a） と呼ばれる、 伝統的なサモア人男性

の腰から膝までの大掛かりなタトゥーを入れていた。 たしかにヨーロッパの日常生活で

は露出しない部位ではあるが、 最近刊行されたある論文 （Matthew P. Fitzpatrick, 

“Embodying Empire. European Tattooing and German Colonial Power” , Past & 

Present 234[2017]） によれば、 それは完成まで数週間かかり、 衛生面でもリスク

を負い、 見つかればスキャンダルとなる、 キャリアを失いかねない決断であり、 統治

する住民たちへの気軽なシンパシーの表明や、 ましてや 「サモア土産」 としてでき

ることではなかった。 　

 こうしたタトゥーを入れることは、 サモアはあくまでドイツが所有するのだという帝国主

義と相反するものではなかったが、たとえばウェイ・ダーチェン監督の 『セデック・バレ』

（2011 年） で描かれる、 台湾の原住民族に対する日本の統治と比べてみるとどう

であろうか。
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もちろん、 植民地としてのサモアと台湾では、 人口や産業の構成も異なり、 単純に

比較することはできない。 また、 タトゥーの部位の違いの影響もあるかもしれない。

しかし、 明治維新後早くも 1872 年に 「入れ墨禁止令」 を出して職人文化的な刺

青をアウトロー化し、 また 「周縁」 のアイヌや沖縄の刺青も撲滅の対象とし、 さらに

植民地へと拡大していく日本の姿は、 「文明国」 として認められようとする強迫観

念を象徴しているようにも見える。 そして禁止令が戦後ＧＨＱによって廃止された後

も、 前出の山本芳美の本が詳述するように、 今度は任侠映画などによって、 「刺

青＝やくざ ・ 暴力団」 というイメージが作られていくことになる。

　

タトゥーのグローバル化

　話が長くなってしまった。 最後に話を現在に戻せば、 サッカー選手に芸能人、 さ

らにはアカデミックな人間でもタトゥーをすることが決して珍しいものではなくなってい

る今の状況は、ドイツでは "salonfähig" （社会的に許容されている） と形容される。

しかし、 それはタトゥーが当たり前のものとして無条件に受け入れられている、 という

ことではない。2010年に就任したヴルフ大統領の妻ベッティーナの二の腕のタトゥー

をめぐって、 「ファーストレディはタトゥーをしてもよいのか」 という議論が行われたり、

極右の政治家がナチ賛美のタトゥーを公の場で露出したことで有罪判決を受けると

いった、 ドイツならではの問題もある。 また、 これはスイスの話であるが、 最近、 腕

に大きなタトゥーを持つ若い女性テレビ司会者が、 ノースリーブで国会議員にインタ

ビューをしている姿を （記事の写真を参照）、 テレビ評論家 （高齢の男性） が 「あ

り得ない」 と批判し、 物議を醸している。 他にも （アメリカやニュージーランドの例

であるが）、ミスコンやキャビンアテンダントにタトゥーを持った女性を認めるか、といっ

たことも論争の対象となっている。 ヨーロッパをはじめとする海外にも、 こうしたせめ

ぎあいがあり、 それを通して、 タトゥーが許容される社会空間はジリジリと広がってい

るということではないだろうか。
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 タトゥーはまた、 アラブ世界においても広まっているという。 イスラム教の教義ではタ

トゥーは 「ハラーム」 として禁止されているものの、 2014 年末にはカイロではじめて

の 「タットゥー ・ メッセ」 が開かれたり、 厳格なスンニ派の国であるサウジアラビアで

も、 新聞がタトゥーの健康上の危険に注意を促すなど、 現実に若者たちの間で受け

入れられるようになっている。 そしてそこには、 古典的な書法のアラビア語を刻み込

むことで、 伝統と現代を融合しようとする興味深い試みも見られるという。 おそらく、

イスラム教徒の移民を多く受け入れいてるドイツやヨーロッパ諸国においては、タトゥー

をめぐる選択の余地はより大きなものではないかと想像される （前述のアレンスバッ

ハの統計には、 「移民の背景」 を持つか否かでの分類は残念ながらなかった）。

　このように見ると、 タトゥーはまさに文化のグローバル化の興味深い一例であると言

える。 そしてこのグローバル化は、 けっして一方方向ではないし、 欧米を 「タトゥー

先進国」 などと考えるのも一面的であろう。 ますます多くの外国人観光客が来日す

るようになった現在、 彼らに対する 「おもてなし」 が引きつったものにならず、 また

災害が起こった際に偏見から思わぬトラブルが起きないようにするためにも、 タトゥー

を好むと好まざるとにかかわらず、 それをめぐる複雑な 「異文化」 をより正確に理

解する必要があるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.5.8）
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 4. 中国歴史ドラマ ・ トップ１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 浅沼 かおり

　中国では、 毎年すごい数の歴史ドラマが作られています。 さまざまな時代の宮殿

や街を再現した映画村のようなところ （浙江 （せっこう） 省の横店 （おうてん） とい

う町にあります） で、 どんどん撮影されているのです。 ここでは 2000 年以降に制作

され、 日本語字幕がついた作品から、 個人的な趣味で 10 位まで選んでみました。  

★印は①歴史の勉強になる、 ②視覚的に美しい、 ③ストーリーがおもしろい、 それ

ぞれのポイントです。  

文学作品 （三国志、 西遊記、 水滸伝 （すいこでん）、 紅楼夢 （こうろうむ）、 封

神演義 （ほうしんえんぎ）、 人気作家 ・ 金庸 （きんよう） の小説など） をドラマ化し

た作品にも名作がありますが、 ここではのぞきました。  

第 1 位　「宮廷女官　若曦 （原題 ： 歩歩驚心）」 2011 年。 全 35

話

　現代から清代 （しんだい） にタイムスリップした女性が、満州族の女性・若曦 （じゃ

くぎ） として、 康煕 （こうき） 帝の息子たちの皇位をめぐる争いに巻き込まれます。

設定はフィクションですが、 ディテールは歴史に忠実で、 つくづく感心させられます。

主役を演じた 2 人が実生活で結婚したことも話題になりました。  

① ★★★★☆　　　　　　　②★★★★★　　　　　　　③★★★★★ 

第 2 位　「大秦帝国 （原題 ： 大秦帝国）」 2006 年。 全 51 話

　始皇帝 （しこうてい） のご先祖である孝公 （こうこう） と、 盟友 ・ 商鞅 （しょうお

う） が力を合わせて秦 （しん） を強国に育てあげる、血と汗と涙のスポ根ドラマです。

商鞅の妻たち、とくに白雪さんが美しい。 マンガ「キングダム」ファンの方におすすめ。  

① ★★★★☆　　　　　　　②★★★☆☆　　　　　　　③★★★★☆ 
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第 3 位　「クィーンズ  長安、後宮の乱 ( 原題：母儀天下 )」 2008 年。

全 33 話

　前漢 （ぜんかん） 末期、 歴史に名高い 「王妃たち （クイーンズ）」 が華麗な争

いを繰り広げます。 題材の選び方が秀逸です。  

① ★★★★☆　　　　　　　②★★★★★　　　　　　　③★★★★★ 

第 4 位　「大明王朝　嘉靖帝と海瑞　（原題 ： 大明王朝 1566　嘉靖

与海瑞）」 2006 年。 全 46 話

　明代 （みんだい） 中期の嘉靖 （かせい） 帝と海瑞 （かいずい） を中心とした見

事な政治劇です。 また宦官 （かんがん） の世界を描いて、 このドラマの右に出るも

のはありません。 よく似たタイトルの 「大明帝国　朱元璋 （しゅげんしょう）」 も、 まじ

めな良いドラマです。  

①★★★★☆　　　　　　 　②★★★☆☆　　　　　　　③★★★★☆ 

第 5 位　「龍票 （りゅうひょう）　清朝最後の豪商 （原題 ： 龍票）」

2004 年。 全 44 話

　知名度の低いドラマのようですが、 清代末の激動期を生きぬいた大商人の半生を

鮮烈に映像化しています。 中国では有名な 「山西 （さんせい） 商人」 たちの豪奢

な生活をのぞき見ることもできます。  

①★★★★☆　　　　　　　 ②★★★★☆　　　　　　　③★★★★☆ 
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第 6 位　「劉邦の大風歌　漢建国記　（原題 ： 大風歌）」 2009 年。

全 44 話

　劉邦 （りゅうほう） のドラマというと、 ありふれた感じがしますが、 後半の主人公で

ある劉邦の息子・劉恒 （りゅうこう） とその母・薄 （はく） 氏の姿が新鮮です。 名君・

文帝 （ぶんてい） のかくれた苦悩が伝わってきます。  

①★★★★★　　　　　　　 ②★★★☆☆　　　　　　　③★★★☆☆ 

第 7 位　「楊貴妃 （原題 ： 大唐芙蓉園）」 2005 年。 全 30 話

　美人女優 ・ 范氷氷 （ファン ・ ビンビン） が、 天真爛漫な楊貴妃 （ようきひ） を熱

演しています。 唐代（とうだい）らしい華やかさと、躍動的な舞のシーンが印象的です。

范氷氷は近年、 中国史上唯一の女帝も演じており、 「美しすぎる」 武則天 （ぶそく

てん） と評判です。  

①★★★★★　　　　　　　 ②★★★★★　　　　　　　③★★★★☆ 

第 8 位　「漢武大帝 （原題 ： 漢武大帝）」 2004 年。 全 58 話。

 前漢最盛期の武帝 （ぶてい） の人生を描いています。 娯楽性では劣るかも知れ

ませんが、 中国史にがっつり取り組んでみたい人にぴったりの、 硬派の歴史ドラマで

す。  

①★★★★★　　　　　　 　②★★★☆☆　　　　　　　③★★★☆☆ 

第 9 位　「北魏馮太后 （原題 ： 北魏馮太后）」 2006 年。 全 42 話

　北魏（ほくぎ）の女性権力者・馮太后（ふうたいこう）が主人公です。北魏は鮮卑（せ

んぴ） 族という民族がたてた国です。 外戚 （がいせき） （皇帝の母方・妻方の親族）

の専横 （せんおう） を避けるため、 皇太子を立てると、 その生母は死を賜わるとい

う風習が衝撃的です。 少数民族を描いた作品としては、 「絢爛 （けんらん） たる一

族～華と乱」 も、雲南省の世界遺産・麗江 （れいこう） に君臨した 「木府 （ぼくふ）」

を舞台に、 テンポの良いストーリーを展開しています。  

①★★★★☆　　　　　　　②★★★☆☆　　　　　　　③★★★☆☆ 
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第 10 位　「楊家将伝記　兄弟たちの乱世 （原題 ： 少年楊家将）」

2006 年。 全 43 話

　史実という点では「？？？」という気もしますが、京劇でも有名な「楊家将（ようかしょ

う）」 にはじめて触れるには、 「華流」 を代表するイケメンぞろいのこんなドラマがぴっ

たりかもしれません。  

①★★☆☆☆　　　　　　　 ②★★★★☆　　　　　　　③★★★★☆ 

おまけ

　史実を追ってはいませんが、 ついついはまってしまう 「歴史風」 ドラマに、 「宮廷

の諍い女 （いさかいめ）」、「金蘭良縁 （きんらんりょうえん）」、「瑯琊榜 （ろうやぼう）」

などがあります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.5.15）
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 5. 『君の名は。』 のイノベーション
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  細野 豊樹

　日本のおける映画の歴代興行収入ランキングの 1 位から 10 位のうち、 その半分

の 5 作品をアニメが占めていることをご存知でしたか （興行通信社）。 断然 1 位が

宮崎駿監督の 『千と千尋の神隠し』 （308 億円） で、 次いで 3 位にディズニーの

『アナと雪の女王』 （255 億円） がランクインしているのですが、 昨年度注目を集め

たのは歴代 4 位の 『君の名は。』 の大ヒットでした。 インディーズ系の新海誠監督に

よるこの作品が 249 億円を記録し、 3 位にあとわずかのところまで肉薄したのです。

『もののけ姫』 などの宮崎監督の他の作品や、 『アナ雪』 を除く他のディズニー ・ ア

ニメに大きく差を付けました。

　『君の名は。』 の凄さは、 すそ野が広いキッズ ・ アンド ・ ファミリー向け市場でなく、

青年層マーケット向けの作品でこれだけの興行成績を出してしまったことです。 しか

も、 マンガの原作が無いオリジナル脚本のアニメです。 映画の歴代興行収入ベスト

100 にランクインしているのは、 ハリウッドの洋画、 ディズニーとジブリのアニメが多く、

青年層向け作品を含めた大部分の日本アニメはランク外です。

　アニメーション業界について、 業界インサイダーが書いた 『もっとわかるアニメビジ

ネス』 （NTT 出版　2011 年） という良書があるのですが、 それによると青年層マー

ケットは一説では 20 万人程度のコア層から構成されていて、 その人たちがブルー

レイ、 DVD などを買ってくれることで成り立っている市場です。 『君の名は。』 を何回

か観ているリピーターが少なくないにしても、 コアな青年層マーケットだけでは、 249

億円の興行収入は難しかったはずです。 新海監督はこの青年コア層の一部から支

持されてきたカルト的とも評される監督であり、 それまでの作品の上映は、 限られた

ファン層が対象の 27 館が最大でした。 それが 『君の名は。』 では、 10 倍を超える

300 館に増えています。 これを可能にする、 観る人の層を大きく広げる何かがあっ

たといえます。
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　その答えは、 川村元気という東宝株式会社の若手プロデューサーとのコラボです。

川村プロデューサーは、 『電車男』 『告白』 『悪人』 『モテキ』 などの作品を手掛け

てきたヒットメーカーです。 東宝の社員として映画をプロデュースしながら、 小説や絵

本の作家としても活躍する逸材です。 川村氏による 『世界から猫が消えたなら』 と

いう小説は累計発行部数が 100 万部を突破し、 2013 年の本屋大賞にノミネートさ

れ、 映画化もされています。

　新海監督はインタビューで脚本段階での川村プロデューサーの存在が大きかった

と語っています。 新海監督と東宝株式会社のチームは数か月かけて脚本を練って

いるのですが、 「川村さんに常に導いてもらった。」 と、 映画のノベライズ本の 「あと

がき」 で新海監督は書いています。 川村プロデューサーは、 新海監督の作風のあ

る部分 （川村氏が 「フェッティシュ」 と呼ぶ要素） は残しながら、 失恋の悲劇に自

己陶酔する中高年男性のような、 支持層を狭くしてしまう部分を徹底的に排除した

との報道もあります。 脚本会議で新海監督に 「気持ち悪いです」 とか 「これは無神

経ですよ」 などと遠慮なく言ったとも伝えられています。

　このような東宝株式会社の敏腕プロデユーサー、 知る人ぞ知る新進気鋭のアニメ

映画監督、 この映画のためのオリジナル曲を提供したロックバンド RADWIMPS、 キャ

ラクター ・ デザインの田中将賀氏、 作画監督の安藤雅司氏などの、 トップクラスの

クリエーターたちの掛け算的協同が、 空前の大ヒットを生んだのだといえます。 この

ような 『君の名は。』 の異分野コラボの大成功は、 映画業界にとどまらず、 ビジネス

全般のイノベーションに対する示唆に富んでいると思います。 イノベーションについて

は、 既存の要素の新結合 ・ ニュー ・ コンビネーションが鍵だとされています。 『君の

名は。』 にもそれが間違いなくあります。 しかし、 これだけでなく、 新たな市場開拓

を妨げる要素を排除する、引き算的な取組みも欠かせない、というのも 『君の名は。』

の教訓の一つだと考えます。
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　「あなたの作品のこの部分を削ればヒットしますよ」 というのは、 作家性への挑戦

です。 大手配給会社のバックがある発言だとしても、 自分の作品について 「気持ち

悪い」 などといわれたら、 普通は怒るでしょう。 率直でシビアな議論を脚本会議等

で行うには、 日ごろのプライベートな付き合いで形成される個人的な信頼関係も大

事というのが、 もう一つの教訓です。 川村プロデューサーは、 『文芸春秋』 の 2017

年４月号にて 2 月の約 3 週間の日記を披露しています。 それを読むと脚本会議だ

とか女優のオーディションなどといった会社の仕事や、 内外の授賞式などで忙しいな

かで、 銀座、 築地、 ロサンジェルスの名店などで様々なクリエーターたちとの会食を

重ねていることが分かります。 実際に映画のプロデュースに至る何年も前から、 いつ

かコラボする日に向けて、 付き合っているのです。 日記の最終日では、 新海監督と

四谷 （『君の名。』 は舞台の一つ） で会食し、 次の作品について語り合っています。

 最近の川村氏は小説家としても活躍しているので、 オフの日は月に 1 回だけ、 み

たいな忙しさです。 アニー賞の授賞式出席のためロサンジェルスに行った際は、 32

時間寝なかったとのこと。 川村氏のような密度の高いコラボでは、 体力 ・ 気力が充

実した 30 歳台、 40 歳台が有利です。 才能のある若手を抜擢するというのが、 同

じ東宝のヒット作 『シンコジラ』 にも通じる第三の教訓だといえます。 グローバルなイ

ノベーション競争では、 日本の年功序列的な組織の見直しは避けられません。

　そして、 川村氏の日記を読んで得られるさらなる教訓は、 忙しいクリエーター達が

東京圏に集中して住んでいることのメリットです。 会社の会議、 出版社との打ち合わ

せ、 メディアへの出演、 クリエーターなどとの会食に加えて、 ゴッドハンドの整体師や

マッサージ師による息抜きなども日記で紹介されています。 クリエイティブな活動に

おけるフェース・ツー・フェースのコミュニケーションや都市アメニティーの重要性は、

学術研究でも指摘されているところです。 『文芸春秋』 の 6 月号にて文芸学部の元

教授の鹿島茂氏が、 私学が神田界隈に集中している集積のメリットについて書いて

おられますが、 そのこととも相通じるものがあります。
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　『君の名は。』は日本の若者をターゲットにした「ど真ん中のエンターテインメント」（新

海監督） を目指した作品ですが、 中国やタイで邦画興行収入の歴代 1 位になるな

ど、 アジアの若者にも強くアピールしました。 中心舞台である岐阜県飛騨市に中国、

香港および台湾から多数の 「聖地巡礼」 観光客が訪れているとの報道もあります。

人口が約 3800 万人という世界最大のメガロポリスを拠点として才気あふれる若手

がコラボして、 互いの強みを掛け算し、 万人受けしない要素を引き算する 『君の名

は。』 のイノベーションは、 世界を相手に稼げるであろう勝利の方程式なのです。 ア

ニメ業界だけでなく、 少子化で海外展開を避けられない多くの日本の企業が、 異文

化マーケットで戦う際のヒントになるのではと思います。
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 6. 『下山の時代を生きる』 （平凡社新書） を読んで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  阿部 圭子

　今回のリレーエッセイでは鈴木孝夫 ・ 平田オリザ対談 『下山の時代を生きる』

（平凡社新書） を紹介したい。 それは本著の刊行を記念して 4 月 23 日に 「銀座

Chair」 で開催された著者二人の出版記念対談 （出版プロデユーサーの神山典士

氏司会） に参加したことによる。 そもそも参加者数が限定されたこのライブ （対談）

に私が参加することができたのは鈴木孝夫先生を囲む 「タカの会」 （代表 ： 松本輝

夫氏） に友人の紹介で加えて頂くことができたからである。 先生は現在 92 歳にして

弁舌さわやか、 平田氏と丁々発止のやりとりで、 時にはお得意のユーモアを加えて

会場を沸かせ、 あっという間の 1 時間半の対談であった。 そして参加者全員が先

生からみなぎるパワーと一緒に宿題を与えられた。 それは 『下山の時代』 を意識し

て日々を生活するということである。

　この本が生まれたきっかけは平田オリザ氏が 20 代の頃に鈴木先生の著書を読み

あさり、 大きな影響を受けたことに始まる。 日本語を相対化して俯瞰して見る習慣

を身につけるきっかけとなり、 西洋演劇をそのまま日本語に翻訳して持ち込むことの

難しさがその演劇手法に生かされ、「現代口語演劇理論」の基礎となったそうである。

以来、 鈴木先生を 30 年来の心の師と仰いできた平田氏の著書 『下り坂をそろそろ

下る』 （講談社現代新書） をそんな経緯を知らない鈴木先生が読んで、 自分と似

たようなことを考える人がいるな、 と思ったそうである。

　本書 『下山の時代を生きる』 は、 小学生の頃から日本野鳥の会のメンバーでも

ある鈴木先生が、 年々野鳥の数が減少していることから、 地球が疲弊してきている

と感じたことが主張の動機となっている。 これまでの大量生産、大量消費型社会は、

より高みを目指そうとする 「登山の思想」 であり、 これをそのまま続けていくことは地

球自滅への道を歩むことになる。 これからは全生態系の持続的安定こそを目指す

「下山の時代」 であるというのが主題である。

　本書は 4 章構成で、 第 1 章 ： 今求められる日本式の思考スタイル、 第 2 章 ：

新たな武器としての言葉、第 3 章：「登山の時代」 から 「下山の時代」 へ、第 4 章：

下った先に見える風景となっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21



　第 1 章では外国人が日本語や日本文化に触れると、 思考が柔らかくなることを日

本語の 「畳」 に例え、それをさらにフランス語の動詞にして 「タタミゼ」 効果と呼び、

鈴木先生はこれを世界に広めたいと主張している。 その詳細は 『日本の感性が世

界を変える』 （新潮社選書） に詳しい。

　第 2 章では、 主題の内容から方法論まですべてが欧米輸入方式となっている文

系学問を止め、 日本独自の文化や世界観を相手のコンテクストで発信することの重

要性を説いている。

　第 3 章では登山の思想は終わり、 人間が自然と調和し、 地球全体を考える 「循

環の思想」 が求められていることを指摘している。

　第 4 章では 「力こそ正義」 がこれまでの世界の主流だったが、 これからは力で相

手を支配するのではなく、 日本式の協力、 共存、 調和を重んじるリーダーの必要

性を主張している。 そして極端な主張ではあるが、 世界の環境や歴史 ・ 文化が異

なる国々が標準化を目指すのではなく、 ある意味での、 「鎖国」 を目指すことも必

要ではないかと提案している。

　地球を救う 「地救原理主義」 の生活スタイルの奨励、 すなわち 「2 割の贅沢を

やめる」 提案と人間中心ではなく地球上の全生物を視野にいれた地球憲法の構想

も提案されている。

　お二人の対談の中心テーマとなっている 「下山の時代」 という表現は、 とても含

蓄に富むものである。 ついつい人は頑張ってしまう、その姿勢はまさに 「登山の発想」

なのだ。 しかし、 人々は皆、 特に日本人は、 右肩下がり時代の生き方が良く解って

いないのではないだろうか。 放っておくと習い性で頑張ってしまう。 それを戒める言

葉として 『下山の時代』 は、 人々に改めて今の時代認識を再考するための 「ハッ

とする気づき」 を与えるヒントになる表現ではないだろうか。
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 7. 「均等法時代」 の若い女性へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  阿部 恒久

　「均等法」 とは 1985 年に公布 ( 翌年施行 ) された 「男女雇用機会均等法」 の

ことです。

近現代日本女性史を研究している私は、 「均等法」 の制定によって日本の女性は

新たな生き方を求められるようになったと思っています。 「均等法」 は、 当初いろい

ろな問題点を持っていましたが、 1997 年改正などにより改善され、 日本社会に定

着しつつあると、 私は見ています。

  何が一番変わったでしょうか。 「均等法」以前は、企業・団体等雇用者側において、

女性社員を男性社員と同等に処遇することは稀でした。 「均等法」 はそうしたあり方

を是正するものです。 こうした中で、 多くの女子が４年制大学に進学するようになり

ます。 現在の多くの若い女性にとっては当たり前のことと思われるかも知れませんが、

歴史的にみるとそれ自体が大きな変化なのです。

　でも、 実際に就職すると、 総合職 ・ 一般職といったコース別人事制度によって結

果としての男女の処遇の違いは解消されず、 出産等により退職せざるを得なくなる

ケースも少なくありません。 子育て一段落後の再雇用では約６割の女性がキャリア

を継続できない、 という現実もあります。 したがって、 均等法の理念がもっとしっかり

定着するように、 更なる努力が必要です。

　しかし、 大局的 ・ 歴史的に見ると、 「均等法」 制定を契機として、 女性が自分の

意志で継続的に働くこと、 それにより自分で使うことができる収入を得られることは、

制度的に初めて可能になったといえるのです。 以前は、 それが制度上、 難しかっ

たのです。 女性の歴史を勉強すれは、 このことは分かります、 そして、 このような見

解に基づいて、 私は 「均等法時代」 という言葉を使っています。

　大学では、 80 歳、 90 歳まで生きる自分の人生を支える基本的な能力を身につ

けることが必要です。 それを大学生活の柱に据えてほしいと思います。 なお、 「均

等法時代」 女性の恋愛・結婚・育児なども、 従来とは違ったものになるはずですが、

これはまた別の機会に譲りましょう。
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 8. 日本人の原形質
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  宇野 直人

１　一つの潮流

　

　近年、日本史関連の書籍の出版や、映画・テレビ・コミックの分野での、歴史もの（時

代劇） の増加が目立つようです。

それとともに、 さまざまの分野で、 復刻 ・ リメイク ・ リバイバルの企画も目につきます。

「江戸ブーム」 に至っては、 この語が現れてからもう三十年になりますが、 三十年も

経ったらもはや 「ブーム」 ではなく、 持続的な潮流と言うべきでしょう。

また、若い女性たちの間では、戦国時代の甲冑 （かっちゅう） や、囲碁、神社仏閣、

刀剣などへの関心が高まっているとも聞きますが、 これらは長続きするのかな？

　いずれにしても、 それらは昨今の日本人が、 改めてみずからの心のふるさとを見つ

めようとしていることの現れと言えそうです。

 

２　元をたどれば

　なぜそうなったかを考えるには、 ちょっと大きな目で歴史を振り返り、 二十世紀全

体をおおっていた思潮を顧みる必要があります。

二十世紀は 「革命の時代」 と言われ、その背後に 「歴史は進歩する」 「改革こそ善」

というような （今では通用しない） 考え方がありました。

　その結果、 社会 ・ 文化のさまざまの面において、 従来長い時間をかけて築かれ

て来た体系が、 一様に 「旧秩序」 という烙印を捺 （お） され、 破壊されてしまい

ました。

　今となっては、 それらは決して良い結果を生まなかった、 というのが公正な判断で

しょう。 文化面に限っても、 例えば西洋音楽 （クラシック音楽）、 美術、 ともに十九

世紀までの完熟した体系が大きく崩壊しましたが、 それとともにそれらは鑑賞者の共

感、 つまり広汎な社会的支持を失い、 「同業者」 にしか理解されない内向きの活

動に変質した感があります。
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３　江戸時代にまなざしを

　

　初めに述べた日本の近年の傾向は、 そうした二十世紀的思潮がもたらしたものへ

の違和感、 ならびに、 それを補正しようとする精神に発していると言えましょう。 そう

した場合、 目が向くのはやはり歴史であり、 伝統であり、 古典であるのでしょう。

 　その精神を実りのあるものにするには、 まずは、 今日の日本の基礎を作った江戸

時代を見つめることが肝要です。 「日本の近代の始まりは明治時代ではなく、 江戸

時代から」 というのは、 もはや定説化されつつあります （これについてくわしく述べる

暇はありませんが、たとえば今日の私たちがふつうに用いる 「細胞」 「酸素」 「溶解」

「珈琲 （コーヒー）」 などの語は、 江戸後期の蘭学者の考案であることを挙げておき

ましょう）。

　そして、 江戸以降の日本人に決定的な影響を与えているものとしてあげなくてはな

らないのが 「儒教」 です。 「日本は儒教の国ではなく、 武士道の国である」 という

人もいますが、 武士道に儒教が流れ込んでいることは申すまでもありません。

４　儒教の役割は絶大―御伽草子から 『シン ・ ゴジラ』 まで

　江戸時代初期、 幕府は儒教を奨励し、 教育を振興しました。 その成果は江戸中

期以降に現れ、 日本全国に （北海道から沖縄まで）、 藩校、 寺子屋、 私塾という

教育機関が設けられ、 士族から農家、 商家の子女たちが熱心に学びました。 そこ

でそのころの日本人の識字率は非常に高く、 江戸の町で五十％と言われます （同

時期のロンドンは五％）。

そして、 それらの場で例外なく、 『論語』 『孝経』 など儒教の古典が学ばれていた

のです。
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　このようにして学ばれた儒教の道徳観、価値観は、日本人の生活の中に溶け込み、

受け継がれてゆきました。 「江戸しぐさ」 はその一例ですが、 こうして儒教は学校で

の授業科目の域を超え、 当時の娯楽・芸能、 つまり読本 （よみほん）、 芝居、 講談、

そして御伽草子や影絵芝居など、 子供向けの娯楽の内容にまで浸透しました。

　人々はそのような娯楽の中で、 儒教によって説かれた 「人の道」 ＝思いやり、 愛、

忍耐、 勇気などが織りなすさまざまの悲喜劇に心を寄せ、 涙を誘われ、 浄化され、

糧 （かて） を得たのです。 　

　こうして江戸期の儒教は、 次第に日本独自の要素も加えつつ、 ほとんど土着化の

域に達しました。

　そしてその影響は、 明治維新以来百四十年以上を経過した今日にまで及んでいる

のです。

 　わかりやすいのは少年少女向けの娯楽ですが、 特に 「NARUTO」 「ONE PIECE」

など 『週刊 少年ジャンプ』 の作品に明らかのようです。

また、 話題になった 『シン ・ ゴジラ』 にしても、 話が解決に向かう流れの中に、 儒

教で重視する 「あきらめない心」 「主流ではない者たちのグループワークの大切さ」

がはっきり投影されていました。

５　結び

　上野の不忍池 （しのばずのいけ） の畔 （ほとり） には、 亀田鵬斎 （かめだぼうさ

い＝１７７８～１８５３） の文を刻した石碑が建っています。 江ノ島の奥津宮近くには、

服部南郭 （はっとりなんかく＝１６８３～１７５９） と佐羽淡齋 （さばたんさい＝１７７２

～１８２５） の詩碑が並んでいます。

　また、 これは私が発見したのですが、 新宿の花園神社の境内にある石造の水槽

の側面には、 大窪詩佛 （おおくぼしぶつ＝１７６７～１８３７） 自筆の銘文が刻せら

れています。

　私はこうしたモニュメントに遭遇するたびに、 ふだん隠れている日本人の原形質に

触れたような、 不思議な感慨を覚えるのです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.6.15）
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 9. アンソラベエーレおじいちゃんの思い出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  石井 久生

　アンソレベエーレおじいちゃんは， 現地調査で知り合ったバスク人。 アメリカ合衆国

カリフォルニア州の地方都市ベーカーズフィールドに住んでいた。 おじいちゃんと知

り合ったきっかけは， 彼の著作だった。 当時私はベーカーズフィールドのバスク人コ

ミュニティに関する資料を探していたが， 単行本は 2 冊しか存在せず， そのうちの

1冊の著者がおじいちゃんだった。しかしそれはネット通販でも入手できなかったので，

現地のバスク人会に入手方法を問い合わせるメールを送ってみた。 回答は同日中

にあった。 しかも著者のおじいちゃん本人からだった。 おじいちゃんは， ひとしきり入

手方法を説明したうえで， 日本人である私がどうしてバスク人について調べているの

か， 興味津々質問してきた。 自分の研究テーマを説明するメールを送ると， またも

やすぐに返信があり， 「今度ベーカーズフィールドを案内しよう」 とのことであった。 こ

うして 2014 年春におじいちゃんと会うことになった。

　2014 年 3 月のとある早朝， 私はロサンゼルス国際空港に降り立った。 即刻そこ

からレンタカーで 200 キロ近く離れたベーカーズフィールドに移動し， 待ち合わせ場

所のホテルにチェックインを済ませた。 ロビーで午後 3 時の面会約束時間に待って

いると， おじいちゃんは定刻にやってきた。 80 歳代と見受けられるが， 背筋がぴん

と伸びた旧軍人風で， それでいて物腰の柔らかそうな老人だった。 おじいちゃんは，

上品そうなご婦人を同伴していた。 2 人と形式的な挨拶を済ませてソファーに座る

と， おじいちゃんは片手に抱えた分厚いフォルダーを開いて， おもむろに持参した資

料の説明を始めた。 ほんのちょっとのメールのやり取りで私の研究テーマのツボを見

抜いたようで， いずれの資料も期待を裏切らないものばかりであった。 そればかりか，

私が生活に困らないように， 近所のレストラン情報も印刷してくれていた。 厚くお礼を

述べて， 明日午前に再開する約束をして別れた。 部屋に戻って資料に再び目をと

おし， その情報量と貴重さに驚いた。 資料の多くは現地のバスク系住民組織と個人

にまつわるデータであったが， アンソラベエーレ家の家系図も含まれていた。 家系

図には， アンソレベエーレ家がフランスバスクで興り分家する過程， いくつかの家族

がアメリカに移住する過程， さらには移住後の一族の繁栄が網羅されていた。
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　その晩は夜も更けるのを忘れて貴重な資料に目を通した。 前夜の夜更かしにもか

かわらず， 翌朝は時差ぼけのおかげで早い時間に目が覚め， 約束の時間に遅れる

ことはなかった。 おじいちゃんは， また定刻にやってきた。 これからおじいちゃん自

慢のトヨタ製ピックアップトラックで現地を案内してくれるという。 そうして 2 人でバスク

人ゆかりの地を巡り，おじいちゃんは各所でそこに刻まれたバスク人の歴史を熱く語っ

た。 その姿から， この地ベーカーズフィールドと彼の地バスクに対しておじいちゃんが

抱く深い愛情が伝わってきた。 昼前に婦人も合流し， 当地のバスクレストランで昼食

をご馳走になった。昼食の時間はおじいちゃんの思い出話しや家族の話題で盛り上っ

た。 朝鮮戦争に技師として従軍した際に，日本にも立ち寄った話しなどをしてくれた。

すっかり上機嫌になったおじいちゃんの午後のドライブは， 以前にもまして軽やかで，

郊外のバスク人牧羊会社まで連れて行ってくれた。 こうしてベーカーズフィールドをく

まなく巡り， その夕方， 来年の再開を約束して別れた。

　翌年夏， 再びベーカーズフィールドを訪れた私を， おじいちゃんは自宅での夕食

に招いてくれた。 そこには前回の昼食で話題になった息子夫婦や孫たちも同席して

おり， 再度おじいちゃんの思い出話で盛り上がった。 そうしているうちに研究のアイデ

アがひらめいた。 おじいちゃん一家をはじめとするベーカーズフィールドのアンソレベ

エーレ一族は移住から数世代が経過しているが， バスク地方に在住する同族のアン

ソレベエーレ家と結び付けたら， どのような世界が見えてくるだろうか。 このアイデア

は翌年の 2015 年に実行した。 おじいちゃんの情報からアンソレベエーレ家のオリジ

ンは 6 系統あることが明らかなので， 6 系統の家族の現世代を探し出す調査をフラ

ンスバスクで実施した。そのうち 4 系統の所在はおじいちゃん情報から明らかなので，

事前にコンタクトをとって訪問した。 問題は残りの 2 系統だった。 頼りになる情報は

屋号とおおよその所在地だけだった。 乏しい情報を頼りに道ですれ違う人に尋ねな

がら， 標高 1500 メートル近いピレネーの山の中を車で捜し巡った。 ただ屋号という

のは便利な指標のようで， それほど苦労せず到達することができた。
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そもそも山腹に広がる地域には大きな村が発達せず， 一軒一軒の家屋が孤立して

いるため， 屋号が所在を識別する重要な目印として発達したのであろう。 おじいちゃ

んには写真を添えた報告メールを逐一送った。 おじいちゃんは私が送る情報を心待

ちにしているようで，その都度間髪入れずに回答してきた。 返信メールには，私が送っ

た写真の家族に関する情報が詳細に書き込まれていた。 まるでおじいちゃんと一緒

に旅をしているような感覚だった。

　次回おじいちゃんに会ったら何を聞こうと思案していた矢先の 2016 年 1 月， ベー

カーズフィールドのバスク人からおじいちゃんの訃報のメールが届いた。 心臓発作

だった。もっと沢山聞きたいことがあったのに。こうして埋もれてゆく歴史があることを，

私は身をもって痛感した。 それにもまして， あの上品そうなご婦人やかわいいお孫さ

んはどんなに悲しんでいることだろうか。 ご家族の悲しみを思うと胸が痛かった。 この

夏あるいは来年春に私はベーカーズフィールドを再訪する予定だ。 敬愛するおじい

ちゃんのお墓に， なんと語りかければよいだろうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.6.20）
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バスクレストランに入るご婦人をエスコートするおじいちゃん
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 10.“What does it mean to be poor?”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　Dr. Lowell Gretebeck

 What does it mean to be poor? This is a basic question that students in 

my Global Issues class have attempted to answer during the term. Of course, 

the definition for the word “poor” has many different meanings, depending 

on the place of an individual’s birth. For me, growing up in the United States, 

“poor” could mean not buying a new car, or perhaps having to postpone a 

summer trip to Disneyland. 

 As my students pointed out, however, being “poor” in South Asia means 

something completely different: for million of people, “poor” means a reduced 

life expectancy, a lack of food, poor nutrition and a lack of safe drinking water. 

Other students correctly noted that “poor” can also mean the inability to read 

and write or attend school 

 It is estimated that over one-half of the world population - three billion 

people - still live in poverty, which is defi ned as those who live on less that 

two dollars a day. What these numbers to not tell is the fact that poverty 

seriously affects children and women. The United Nations estimate that 

100 million children under the age of five die each year due to illness and 

malnutrition. Million of other children remain on the streets and are subject to 

a life of crime and illiteracy. Clearly, in this age of internet and CNN news, the 

gap between the rich and the poor have become even more visible. 
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 In response to this important issue of poverty, students often ask the 

question, “how can individual people - including students - really make a 

difference in ending poverty in our world”? This is a basic question that we will 

continue to explore in our classes in the International Studies Department. I 

invite you to join our classes as we seek an answer to this question and make 

the world a happier place to live for all people. 

“Every time you smile at someone, it is an action of love, a gift to that person, 

a beautiful thing.”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- Mother Teresa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.7.4）
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 11. サラエボの思い出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　黒澤 啓

　1990 年代半ばから、 当時勤務していた国際協力機構 （JICA） において、 内戦

などの武力紛争が終わった地域の平和構築支援を担当するようになり、 ミンダナオ、

カンボジア、 パレスチナ、 レバノン、 アンゴラ、 モザンビーク、 コソボ、 ボスニア等の

様々な紛争終結地を訪問した。

　初めて紛争終結地を訪問したのは、 1992 年から 1995 年まで内戦状態にあった

ボスニア ・ ヘルツェゴヴィナの首都、 サラエボであった。 それまでも、 海外出張中

に、 車が崖から落ちそうになったり、 アフリカの国際空港で空港職員に別室に連れ

て行かれて脅されたり、 アフリカのサバンナで象に追いかけられたりというような目に

あっていたので、 危険なことにはある程度慣れていたつもりではあったが、 さすがに

サラエボ訪問に際しては、 テレビの映像などで紛争当時の悲惨な状況を見ていたた

め、 いったいどうなるのかと不安でいっぱいだった。

　サラエボと言えば、 1914 年に第一次世界大戦勃発のきっかけとなったオーストリ

ア皇太子の暗殺事件があったことで有名だが、 1984 年には冬季オリンピックが開か

れた都市でもある。 周りを山に囲まれ、 旧市街はオスマントルコ統治時代の雰囲気

を残し、 ヨーロッパ文化とイスラム文化が融合した美しい街である。 しかし、 紛争が

終わって１年後の 1997 年 1 月、 ウィーンからの飛行機を降り立ったサラエボ空港

は未だあちこちに土嚢が積まれ、 壁には無数の銃痕があり、 紛争の爪痕が残され

ていた。 空港から市内に車で向かうと、 外灯もまばらで街全体がうす暗く、 重苦しい

印象があったが、 それは単に暗さのせいだけではなく、 街のいたるところに残されて

いた廃墟のせいであった。 紛争中にサラエボを取り囲む山の上からセルビア兵に多

数の市民が狙撃されたことから 「スナイパー通り」 と名付けられた通りを進むと、 道

の両脇には、 車の残骸や、 おびただしい数の廃墟となったビルがあった。 1984 年

の冬季オリンピックの時に選手村として使われ、 その後住宅として使われていた高層

アパート群には、 一つとして無傷のビルはなく、 窓の明かりもほとんど見えなかった。
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　30 分ほどして旧市街の一角のホテルに到着したが、 当時はホテルの数が不足し

ていたため、 粗末なベッドがひとつだけで、 スーツケースも開けれないような狭い部

屋でも 1 泊 2 万円近くもした。 狭いだけならまだしも、 夜は零下 10 度近くまで下が

ることもある厳しい冬のサラエボで、 お湯がでないばかりか、 窓ガラスが割れていて、

代わりにビニールが貼られていた。 窓を開けると、 砲撃で 1 室が完全に吹き飛んだ

アパートが目の前にあった。 暖房もなく窓から寒風がふきそそぐ寒い部屋で、 とんで

もないところに来てしまったと思いながら、セーターを 2 枚着込んで寝るはめとなった。

　翌日から約 10 日間、 サラエボを中心として復興支援のニーズを調べるために、

中央省庁や病院、 保健所などを訪問するとともに、 紛争被害を見るために、 様々

な廃墟を見て回った。 街の中心は、 議会ビルをはじめとして、 ほとんどのビルが骨

格を残して黒く焼け焦げていた。 紛争中も地下で新聞を発行し続けていた新聞社の

ビルは、 あとかたもないほどに崩れ落ちていた。 激戦地の周辺には、 単に 1 回の砲

撃だけで壊れたのではなく、 壊れたあとも恨みを晴らすかのように執拗に砲撃や銃

撃を繰り返されたためか、 無数の弾痕の跡が残されている建物が多くあり、 民族紛

争の怖さを実感した。

 サラエボ空港周辺のアパート
      (1997 年 2 月撮影 )
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　紛争の爪痕が街のあちこちに残されていたサラエボ。 しかし、 予想していた以上に

サラエボの人々の表情は明るく、 紛争が終わってほっとしている様子が伺えたのは

心の救いであった。 街なかのカフェには、 楽しそうに談笑する多くの市民が見かけら

れた。 公園には無邪気に遊ぶ子供たちがいた。 旧市街の歩行者天国では、 多数

の若者たちが楽しそうに歩いていた。 訪問する前にはこうした市民の姿が想像できな

かったので、 紛争で壊滅的な被害を受けた街であっても、 人々は希望を持って普

通に暮らしているのだということが認識できた。

　その後、幾度となく出張でボスニアを訪れるとともに、2009 年から 2012 年までは、

隣のセルビアに在勤し、 数ヶ月に一度はサラエボを訪問した。 2014 年 2 月に、 国

際学部の研究旅行で学生 30 名と一緒にサラエボを訪問した際には、 直前に、 反

政府デモによりサラエボでは政府ビルが焼き討ちに合うなどの事態に発展したため、

サラエボ訪問が危ぶまれたが、 日本大使館の助言なども踏まえて予定通り訪問し

た。 暴動の様子しか報道されていなかったため、 どれほど危険な状態なのかと心配

したが、 実際に行ってみたら、 子供達が焼き討ちにあったビルのすぐそばの屋外ス

ケートリンクで楽しそうに滑っていたり、真冬にもかかわらず好天気に恵まれたためか、

旧市街には今まで見たことのないくらいの多くの人々が繰り出していて拍子抜けした。

  サラエボ市内のアパート
    (1997 年 2 月撮影 )
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　サラエボは訪問するたびに街の様子が変わり、 今では街中で廃墟を見かけることも

ほとんどなくなった。3 民族が激しく戦った内戦ではあったが、紛争が終わって 22 年。

3 民族共同による政治体制は未だ脆弱で、 国家レベルでの信頼醸成を完全に成し

遂げるためにはまだ時間を要するであろうが、 一般の人々の間では着実に民族和解

が進んでいると信じたい。

                                                                                      （2017.7.10）

   サラエボ旧市街
 (2014 年 2 月撮影 )
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 12. ことばがわかるということは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 佐藤 雄一

　昨年 （2016 年） 11 月、東京大学合格を目指していた人工知能 （AI） 「東ロボくん」

が進路変更を決意しました。

このプロジェクトは、 入試問題への挑戦を通じて AI の可能性を検証する目的で、 東

大入試を突破することを目標にして始められたものです。 「東ロボくん」 は、 4 年間

にわたってセンター試験の模試を受け、 470 以上の大学で A 判定 （合格率 80％

以上） を得るまで成績を伸ばしましたが、 不得意分野の克服には技術的な限界が

あり、 偏差値 70 以上は無理だと判断され、 東大合格を諦めたのです。

　「東ロボくん」 は世界史や数学は得意でしたが、英語や国語が苦手だったようです。

多くのデータが蓄積されていれば、 世界史の問題に答えることは難しいことではない

だろうし、 計算もお手の物でしょう。 ただ、 ことばの意味を理解するのはさすがに難し

く、 英語の問題でも会話を成立させるような作文問題などは正答率が低かったよう

です。

　AI の研究が進み、 囲碁では世界最強と言われる棋士を破ったり、 特殊なタイプの

白血病を 10 分で見抜いたりするようになりました。 その一方で、 スポーツの審判や

ホテルの受付係など多くの仕事がAIに奪われるだろうという予測が出されたりすると、

人間の未来はどうなるのかと不安になりますが、 「東ロボくん」 の不得意科目の話を

聞くと、 やはりことばを自由に操れるのはわれわれ人間だけの特権であり、 AI なんか

にはそう簡単に負けないだろうという楽観的な気持ちになれます。

　そもそも AI と人間ではことばの 「理解」 の仕方が異なっています。 AI が人と会話

ができる （ように感じられる） のは、 AI が大量の会話データを蓄積していて、 問い

かけに近いものを探し出して返答を決定するという方法が用いられているからであり、

会話の意味を理解して返答しているわけではないのです。

　問題に答える場合は、 求められる解答の種類 （人名なのか地名なのかなど） を

特定し、 情報源の中から質問に含まれる重要なキーワードを検索して、 解答のタイ

プに合わせて答えるという仕組みになっています。 ことばの世界だけで完結しており、

現実の世界とつながっていないという点で、 われわれの理解の仕方とは異なってい

ます。 もっとも、 人間が歴史上の出来事や年号を暗記して、 試験の答案として
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解答するという作業は、 教科書の中の閉じた世界のことであると考えれば、 AI の答

え方と似ているようにも思えます （このような AI の仕組みについては 『働きたくない

イタチと言葉がわかるロボット』 ＊１にわかりやすく解説されているので興味のある方

は是非ご一読を）。

　いずれにしても、 AI は大量の言語データの中から検索して （あるは統計的な処理

を行って） 答えるという方法をとっており、 われわれがことばを理解しながら行ってい

るコミュニケーションとは、 根本的に異なっています。

　そんな AI が苦手なのは話し手の意図を推測するとうことです。 上記の 『働きたく

ない…』 には、 AI が 「洗濯物を干して」 「台所から取り皿を持ってきて」 というよう

な命令をされた場合の例について記されています。 「洗濯物」 の場合は、 「そこに

ある全ての洗濯物」 を干すように命令されているのに対して、 「取り皿」 の場合は、

「台所にある全ての取り皿」 ではなく 「人数分だけ」 持ってくることを命令されている

のですが、 名詞 （「洗濯物」 「取り皿」） が何を指しているか状況に合わせて判断

することが AI には難しいのです。 「ケーキが食べたい」 という発話が、「希望の表明」

なのか 「命令」 なのか、 「これ私がほしかったやつじゃない」 という発話が、 「事実

確認」 なのか 「否定」 なのか、 人間なら発話された文脈から話し手の意図を判断

することは容易ですが、 AI にはこれが難しいようです。

　では、 われわれ人間は話し手の意図を正確に理解できているのでしょうか。 もちろ

ん、 容易に理解できる状況も数多くあり、 その点では AI よりも優れた能力を発揮し

ていると言えそうですが、 話し手の意図を正確に判断できない状況も日常的に経験

していると思います。 「こんな人たち」 とは具体的にどんな人たちを指しているのか、

いろいろな解釈が可能であり話し手の意図は明確にはわかりません （あえてわから

なくしているのかもしれませんが）。 話し手に 「誤解だ」 と言われてしまえば、（「誤解」

以外の解釈が不可能であっても）われわれは話し手の意図を正確に理解できなかっ

たと思うしかありません （納得はできませんが）。
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　「機械が奪う職業 ・ 仕事ランキング」 ＊２では、 小売店販売員 （1 位） や一般

事務員 （3 位）、 飲食カウンター接客係 （6 位） などが上位にランクインし、 13 位

には「中央官庁職員などの上級公務員」が入っていました。「中央官庁職員」はちょっ

と意外でしたが、 AI にとって 「忖度」 は最も苦手なものでしょうから、 意外にいい仕

事をするかもしれません。 将来、 AI の暴走が起こるのではないかということが危惧さ

れていますが、 人間の発達しすぎたコミュニケーション能力、 さまざまなものから意

味を読み取ってしまう能力に対して、 AI がブレーキをかけるという 「共存」 の仕方も

ありでしょうか。 これも AI の暴走なのでしょうが…。

　進路を変更した 「東ロボくん」 の研究成果は、 中高生の 「読解力」 を養う教育

分野の研究などに生かされるそうですが、 機械に 「ことばをわからせる」 ようになる

にはまだまだイタチごっこが続きそうです。

                                                                                      （2017.7.18）

＊１　川添愛 （2017） 『働きたくないイタチと言葉がわかるロボット』 朝日出版社
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 13. カナダをもとに考える
　- 地域間の 「つながり」 から 「理解」 へ -

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　高野 麻衣子

　日本では、 たとえば人口集中と過疎化など、 都市と地方がそれぞれに抱えている

問題が日々のニュースで取り上げられますが、 一つの国の中で、 ある地域に住む

人々が、 遠く離れた別の地域に住む人々の社会的な関心やニーズをいかに理解で

きるでしょうか。 私はカナダを研究する中で、このような問題に関心を抱いてきました。

　10 の州と 3 つの準州からなるカナダは、 世界第 2 位の国土を有し、 国内には 6

つもの （！） 異なる時間帯があります。 この広大な国土において、歴史的にみれば、

1880 年代に完成した鉄道路線が、 まずはカナダの東西とそこに住む人々を空間的

に結びつけたといえます。 また、 政治的には、 全国に広がる政党とそこに所属する

各州出身の代表者たちが、 それぞれの地域の関心やニーズをすくい上げ、 政治の

場で共有 ・ 議論する役割を担ってきました。 そして今日では、 何よりインターネット

や SNS の普及が、 地域を越えた人々のつながりを容易にしています。

　このように、 歴史を経て人々の空間的な距離感が縮められ、 リアルタイムでの情

報交換も可能になった今日、 他地域の関心やニーズに対する理解も深められてき

たのでしょうか。 この点に関連して、 カナダで出会った西部のアルバータ州出身の

学生が、 フランス系の人々が多く住む東部のケベック州の大学に入学した際に経験

した苦労話を語ってくれました。 すなわち、彼女がアルバータ州で学んだ 「カナダ史」

の知識では、 ケベック州で学ぶ 「カナダ史」 の詳細を必ずしも理解できないのだと。

　カナダでは、 “a country of regions” という言葉にも示されるように、 地域 （州）

という単位が際立っています。 それというのも、 各州が国家に加入した時期がそもそ

も異なりますし、 歴史的な歩みや人口規模、 民族構成や経済基盤が、 州によって

大きく異なるためです。 カナダでは、 教育カリキュラムの作成は全国一律ではなく、

各州がそれぞれに担っていますので、 カナダ史の授業で扱われる内容やその重点

の置かれ方も一様ではありません。

　このような事情から、 上記のカナダ人学生は、 それぞれの州の独自性が反映され

た歴史の授業を理解するのに大変苦労したそうですが、 それを学んだことによって

初めて、 今日、 各州が有している関心やニーズ、 また、 国に対する特定の要求の
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根本的な背景をより良く理解できるようになったと話してくれました。 このことは、 現

在社会で浮上している問題を、 自分が住んでいない他地域の問題としてみるのでは

なく、 皆で共有すべき問題としてとらえ直すきっかけになり、 より積極的な問題の解

決にもつなげられるのではないでしょうか。

　カナダの歴史を扱う授業では、 カナダ国内の地域的多様性やその歴史、 また、

日本の地域をめぐる問題にも目を向けながら、 皆さんと一緒に議論を深めていけた

らと思います。

                                                                                      （2017.7.25）
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 14. 『そうだ、 図書館に行こう』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　立松 美也子

　ディズニー映画で一番好きな作品は何かと問われれば、 「美女と野獣」 と答える

であろう。 それは、 作品のストーリーでも登場人物によるものでもなく、 野獣の住む

館にある図書室に魅了されたからだ。 天井に届く本棚には本が整然と配架されてい

る。 読んだ本は、 魔法で自動的に元の場所に戻るのだろうか？ろうそくが照明として

使われていたが、 火事の心配はないのだろうか。 オックスフォード大学ボドリアン図

書館、 ここはハリー ・ ポッターの舞台になった図書館として有名であるが、 ここでは

図書館の利用を申請する者に対して、 入館証を出すおりに宣誓をおこなわせてい

た。 ラテン語の宣誓文の中に 「図書館に火や炎を持ち込まない」 という下りがある。

この宣誓文を見た時、 「薔薇の名前」 という中世の修道院を舞台にした映画で修道

院が焼け落ちるというシーンを思い出した。 壮大なストーリーで色々な隠喩に満ちて

いると有名な映画である。 しかし、 私の感想は、 「ああ、 せっかく写本した本が、 燃

えてもったいない」 であった。 かくも、図書館とろうそくは似合わない。 「美女と野獣」

の図書室のシーンは、 ポルトガルにあるコインブラ大学ジョアニナ図書館がモチーフ

になっていると聞いた。 2013 年、 世界遺産に登録された大学である。 図書館の天

井は美しいフレスコ画が描かれている。 余りに壮麗で落ち着いて本が読めないかもし

れない。

　私が大学 1 年の時、 大学図書館に資料を取りに探しに行った。 館内を歩き回っ

ていると偶然、 アイザック ・ アシモフの作品が入っていることに気づいた。 大学図書

館にはサイエンス ・ フィクションまで入っているのか！と驚き、 借り出さずに、 勉強に

飽きるとそれを読みに行った。 先日、 ゼミ生が共立女子大の図書館には絵本も入っ

ていたと私に報告してきた。 児童学科の学生には必要な資料なのだろう。

　このように図書館に足を運び、 中を歩くと色々な発見や驚きがある。 それが開架

式の良さでもある。 学部生の時、 老教授がご自身の体験を話してくれたことを思い

出す。 若かりし頃、彼が大学図書館に資料を探しに行き、広い図書館の中を彷徨っ

たとき、 ふと目にとまった画集を開くと自分が今まで見たこともない美しい絵画がそこ

にあったと。 時を忘れてページをめくったという。 しかし、 その後、 どんなに探しても

二度とその画集には出会うことができなかったという話であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45



　現在の卒業研究の資料収集はネットで行うのが通常であろう。 データベースで自

分のテーマに関連する用語を入力すると資料が羅列される。 何ページにもわたって

読めないほどの資料が出てくる、 玉石混交であることもある。 ネット上で PDF になっ

ているとクリックすれば、 その場で印刷できる。 あるいは、 図書館の相互貸借で自

分で相手の図書館まで出かけていかなくても入手できたりする。 非常に便利で効率

的になったのは確かだ。 しかし、 時として少し物足りなくも思う。 開架式で目当ての

本を手にしたとき、ふと目をやった書架に他の文献があったり、目的の論文を探して、

ページをめくっていると興味深い論文に出会ったりは、 ネット上ではあり得ない。 その

一方、 先行研究の重要性や原稿の締切を考えると、 効率的なネット検索や相互貸

借やコピーサービスから、 もはや離れることはできない。 逆にネットを検索して PDF

になっていないと、 残念な気持ちになっている自分もいる。 そして、 ダウンロードする

ような速度で資料を読めないかとさえ思う自分もいる。

　さて、 学部時代に通った大学図書館を 3 年前に訪ねた。 お盆休みでどこの大学

図書館も開いていなかったため、四半世紀ぶりに出かけていった。 学部生当時とまっ

たく変わっていない懐かしい入り口から中に入ると、 前世紀と同じ図書館の匂いがし

た。 いつでも、 図書館は 「驚き」 に満ちあふれている。

                                                                                      （2017.9.15）

『世界の夢の図書館』 2014 年　エクスナレッジ社
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 15. フランスとの出会い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　辻山 ゆき子

　わたしのフランスとの初めての出会いについて、 思い出してみたいと思います。

1960 年代の初めに両親とパリに暮らしたのが、 フランスとの出会いでした。 2 歳か

ら 5 歳の日本語が覚束ないときに連れていかれたので、 当時はフランス語のほうが

上手で、 両親の話している日本語は理解しても自分では思い通りに話せませんでし

た。

　通りを漂うパンの焼ける美味しそうな匂い、甘いお菓子の匂い、メトロの籠った臭い、

大人の女性たちの香水の香り、 サーカスの動物たちの悪臭。 カトリックの幼稚園のシ

スターたちの 19 世紀のような制服。 夏の林間学校に預けられたときのなんとなく心

細い気持ち。 これらが私のフランスでした。

　母によれば、 当時は日本人がフランスにはあまり多くなかったので、 良くも悪くも珍

しがられることが多く、 人に見られるのが大嫌いだったそうです。

　日本には船で帰国しました。 マルセイユからスエズ運河、 紅海を抜けて、 インド洋

に出て、 ベトナムなどを回ってあちこちの港に寄り、 長い時間を掛けて日本に戻りま

した。 飛行機の時代は始まっていたのですが、 船の時代はこれで終わりだからとあ

えて客船を選んだそうです。 船の生活でいちばん印象に残ったことのひとつは、1 等、

2 等、 3 等とゾーンが分けられていることでした。 ある日、 船員さんたちが一人で遊

んでいる私を案内してくれました。 1 等の子どもたちは夕方 6 時ごろになると大広間

に集められて、 夕食を子どもだけで食べます。 さっきまで一緒に遊んでいた 10 人く

らいの子どもたちが、 美しい広い部屋で大きな食卓を囲んで、 親とは別に食事をし

ていました。 その光景を、 大広間の上のほうのシャンデリアのすぐ横にある窓から見

下ろしました。 ポツンと食べている様子がなんだか可哀想に見えました。 私は、 たっ

た１人の 2 等の子どもだったのですが、 もっと遅い時間に両親や他の大人と一緒に

がやがやと夕食を食べます。 その後、 船のなかをあちこち巡って、 一度も行ったこ

とのない船の下のほうに連れて行かれました。 天井の低い薄暗い広間の床に直にた

くさんの人が座っていました。
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白い衣を着て、 頭にも布を巻き、 浅黒い肌に真っ白な白目の部分が印象的な人が

こちらを向いていました。 恐ろしくなって逃げ出しました。 どうしてこんな居心地の悪

い場所にたくさんの人が入れられているのか、 恐ろしかったのです。

　日本に帰り、 東京の生活が始まると 「いってきます」 の代わりに 「さようなら」 な

どという私は、 笑われました。 1 ヶ月ぐらい何も話ができなくなって、 その後、 日本

語ばかりを話すようになりました。 フランス語はすっかり忘れてしまいました。

　小中高、 それから大学生になってからも、 自分の幼い頃の経験は友人たちには

話しませんでした。 幼い頃は上手く伝えられないと思ったこと、 その後は、 自分の存

在が周りのいわゆる垢抜けた帰国子女とずいぶん違っていると思っていたからです。

　大学では社会学を学んでマイノリティのテーマに魅かれました。 それは、 初めての

フランスとの出会い、 その後の日本での経験と関係があると思います。

また、 幼い目で見た 1960 年代のフランスは、 当たり前のことですが、 いまは現地

にいってもほとんど残っていません。 フランス語の授業の最中に、 教材の古い映画

や小説、 流行歌の中からときどきふっと立ち上ってくることがあり懐かしく思うことがあ

ります。

                                                                                      （2017.9.29）
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 16. 社会の 「リアル」 をつかむ
　　 ～イギリス留学から得たもの～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 寺尾 範野

　高校時代の留学について書いた昨年度のエッセイに引き続き、 このリレー ・ エッセ

イでは、 大学時代のイギリス留学からわたしが得たことについて記したいと思います。

　わたしは社会科学系の大学に入ったのですが、 イギリスに留学する前は、 正直な

ところ社会への関心をそれほどもたない学生でした。 読書はヘルマン ・ ヘッセや辻

邦生など、 社会よりも 「わたし」 について書かれたものをもっぱら読んでいましたし、

日々の関心も、友人関係や恋愛、アルバイト、就職など、個人的なことがらに留まっ

ていました。

　留学を志した理由も、 人間的に成長できるだろうし、 英語も上達させたい、 くらい

の漠然としたものでした。 しかしながら、 交換留学生として３年生の夏から１年間滞

在することになったイギリスのバーミンガムという街が、視野を「わたし」の外にある「社

会」 へと、 たちまち広げてくれることとなりました。

　そのころ小田実の 『何でも見てやろう』 を読んでいた影響もあり、 休日はキャンパ

スを出てバーミンガムの街を歩き、 できるだけ現地の人と会話することを心がけまし

た。 安全には十分注意を払いつつ、 地図を片手に、 週末はまだ行ったことのない

地域をひたすら歩き回る、 そんな留学生活を送りました。

　こうしたなかで、 いくつもの重要な体験をしました。 まず、 「多文化社会のリアル」

に触れることができました。 バーミンガムはマンチェスターと並ぶイギリス有数の大都

市ですが、 人口の半数近くが非白人の多民族都市でもあります。 そのため、 チャイ

ナタウンやムスリム地区など、場所によっては 「英語が聞こえてこない」 どころか、「商

品の説明に英語が見当たらない」 こともあり、 「ここは本当にイギリス？」 と思わされ

ることもしばしばでした。 ある日、 たしかペンテコステ派だったと思いますが、 黒人の

人々が集うキリスト教会へお邪魔しました。 情熱あふれるゴスペルや牧師の激しい

説教の様子は、 わたしが知っていた静謐なキリスト教の集いとは正反対のもので、 と

ても印象的かつ貴重な体験となりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49



　また、 とりわけわたしにとって衝撃的だったのは、 バーミンガムに厳然と存在してい

た、 「格差と貧困のリアル」 でした。 街の中心部はとてもおしゃれできらびやかでした

が、 ひとたび郊外に足を伸ばすと、 明らかに貧困地域だと分かる場所がいくつもあり

ました。 そのような地域では、家はどれも狭くて画一的で味気なく、あちこちにスプレー

で落書きされており、庭も雑草が生え放題、ガラスが割れていることもしばしばでした。

通りにはゴミ袋や空き缶が散乱していましたし、 公衆トイレの入口にわたしの身長ほど

のゴミが積まれていて中に入れない、 という経験もしました。 近くの食料雑貨店の店

員に話を聞くと、 「ごみ収集車もここにはあまり来ず、 ねずみがたくさん出て困る」 と

憤っていました。 このほか、 薄汚れたみなりの小さな女の子が、 自動車工場のお手

伝いをさせられているのも目にしました。 そして、 こうした地域に住んでいたのは、 ほ

とんどがパキスタン系かバングラディシュ系の移民の人々でした。

　こうした貧困地域の現実から、 わたしはとても強いショックを受けるとともに、 自分

がいかに社会の現実を知らずに生きてきたのかを思い知らされました。 それまでにも

大学の授業で格差や貧困について勉強したことはありましたが、 そのときはいまひと

つ実感のともなわない、 どこか遠い世界の話のように感じていました。 バーミンガム

で社会のリアルな姿に触れたことで、「あ、授業やゼミで習ったのはこれだったのか！」

という、「皮膚感覚の理解」 とでも言うべきものを、はじめて得られたように思います。

　留学を経て、 イギリスや日本の社会についてもっとよく知りたい、 そして可能ならば

社会をよりよくしていく道筋を見出したい、 という気持ちをいだくようになり、 大学院に

進学して社会科学の道を志すようになりました。 バーミンガムでの体験は、 まさにわ

たしの研究人生の原点となったのです。いま思えば、柔らかい頭をもった若いころだっ

たからこそ、 あれだけの大きな刺激を受けたり考えたりできたのだろうな、 とも思いま

す。 学生のみなさんには、 ぜひ大学生のあいだに、 新しい環境に身をおくことを恐

れず、 そこでの人との出会いや、 見たこと、 感じたことからいろいろ考えて、 自分を

成長させていってほしいなと思います。

                                                                                      （2017.10.2）
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 17. フルブライト招聘講師プログラムと
     国際学部の歴史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺地 功次

　フルブライト ・ プログラム (Fulbright Program) は、 第二次世界大戦後にアメリカ合

衆国によって始められた国際的な学術 ・ 文化交流プログラムです。 これまで世界

各国の多くの大学院生、 研究者、 ジャーナリストなどが米国の大学で研究する機会

を与えられ、 多くのアメリカ人も他国の大学で研究に従事してきました。 フルブライト・

プログラムのひとつには、 アメリカの現役の大学教員が、 半年間か 1 年間、 他国の

大学でアメリカ研究に関する講義を行うというフルブライト招聘講師プログラムがあり

ます。 フルブライト招聘講師は日本の大学でも毎年数校にしか派遣されませんが、

国際学部はその前身の国際文化学部の時代の 1994 年から、 ほぼ毎年のようにフ

ルブライト招聘講師の受け入れを行っています。 授業は当然英語で行われますが、

アメリカの大学で行われているような生の授業を国際学部でも受けられることはたい

へんな魅力です。

　以下は、 これまで国際文化学部 ・ 国際学部で受け入れたフルブライト招聘講師

のリストです。

                                                                                    （2017.10.11）
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　　　　　　年 　　　　　招聘講師 　　　　　　　所属 　　　　　兼任校

1994-1995 Gene Bluestein California State University, 
Fresno

1995-1996 Herman W. Smith The University of Missouri, 
St. Louis 日本女子大学

1997-1998 Richard A. Colignon Saint Louis University 東京大学

1998-1999 Marc Gallicchio Villanova University 東京大学

2000-2001 Teresa Meade Union College 津田塾大学

2001-2002 Michael Washington Northern Kentucky University 東京女子大学

2002 John Howard King’s College

2002-2003 Anne Swartz The Savannah College of Art 
and Design 津田塾大学

2003-2004 Peter Rutland Wesleyan University 上智大学

2004-2005 William Cohen Hope College 横浜国立大学

2007 Russell B. Olwell Eastern Michigan なし

2007-2008 Karen Shimakawa New York University 東京大学

2009 Susan Mason California State University, 
Los Angeles 津田塾大学

2009-2010 Bertram Coleman The University of Colorado, 
Boulder 早稲田大学

2010-2011 Sidney Pash Fayetteville State University 東京大学

2012 Eileen Johnson Oakland University

2012-2013 Ann Larabee Michigan State University 日本女子大学

2013-2014 Seth Feinberg W e s t e r n  W a s h i n g t o n 
University 津田塾大学

2014-2015 Lindsay Custer Seattle Community College 日本女子大学

2015-2016 Matthew F. Filner Metropolitan State University 横浜市立大学

2017 Steven K. Wisensale The University of Connecticut 横浜市立大学
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 18. 「πと教育学」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 西村 史子

　π。

　「パイ」 と呼ばれるこの記号は、日本の学校教育で子どもたちが初めて学ぶギリシャ

文字である。 紀元前から存在し、 21 世紀の現在でもギリシャ共和国の人々が話す

語で使われている。

　日本の小学校 5 年生は、 円の直径の何倍が円周なのか、 の文脈で円周率 3.14

を学ぶ。 中学校１年生になるとそれをπで代用することを学ぶ。 πの発音は、 英

語のアルファベットの p に継承されている。 いわゆる円周、 周囲、 周りを意味する

περιφέρεια ( → periphery) の頭文字で、 17,18 世紀の数学者が用い

るようになって定着し、 現在に至る。

　π＝円周率は、 3.14 159 26535 89793 23846 26433 83279 …………　と

続き、 これ以降の数値についてはコンピュータ技術の発展により 20 兆以上の桁数

は判明していると思うが、 その規則性 （正規数かどうか） については、 まだ不明な

はずである。 無理数の中でも、ミステリアスな存在である。 また、超越数でもあって、

有理数を係数とする代数方程式の解／根とはならない。 まあ、 日本の高校までの

数学では、 つかみきれない扱いの数学定数ともいえようか。

　そういえば、 πは、 どこか中に入るための門 （ゲート） のような形をしている。 神

社の鳥居にも見える。 だからなのか、 古代ギリシャの子どもを意味する語は、 πα

ιδ ό ς　( → paidos, paedos)。 大人の周辺にいる、 大人の門前にいる、 大人

になる前の段階にいるということであろうか。

　教育学という学問を表現するに、 いまや英語では education, education science を専

ら用いるが、 18,19 世紀では pedagogy が一般的だった。 これもまた古代ギリシャの

子どもの教育　παιδεία ( → paideia)、

幼い子どもを指導した家庭教師παιδαγωγό ς ( → paidagogos) に由来

する。
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 つまるところ、 先がどうなるかつかみきれない存在の子どもを導く、 指導するのが教

育ということで、 巷に溢れる理論通りには仕上がらないのが子どもの成長だというの

は、 元々子どもにπを冠した語が使われた時から運命づけられていたのかもしれな

い。

　そういったデリケートなπの扱いを、 20 年前の学習指導要領では、 「目的に応じて

3 を用いて処理」 などとして、 学校教育現場に混乱をもたらした。 これはいくら何で

もひどいと、私も思った。 円周と円に内接する六角形の周が同じ数値になってしまう。

そんないい加減な現象の掴み方を指導してどうする !?　幾何領域に聡く演繹能力の

高い子どもなら、 教師に不信を抱くだろう。 実は、 「円周率を 3」 の計算指導を受

けた世代は、 今大量に首都圏で小学校教員になっている。 今年に告示された次期

学習指導要領によれば、2,3 年後には学校で、主体的、対話的で深い学びを実現し、

論理的思考を育み、 プログラミング学習を進めるそうだが、 果たして現場の教師は

どこまでできるのか？　緻密さに加えて抜きんでた創造性が必要なゲームソフトのプ

ログラミングなど、特殊な才能があればこそ。それを見出す指導者は別に必要だろう。

民間の人材に目配りし、 それを取り込んで、 チーム学校を形成し教育力を強化して

いくことが学校運営に一層求められるとはいえまいか。 教師には、 ぜひパイオン ( π

中間子 ) の役割を担ってほしい。

                                                                                    （2017.10.20）
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 19. アメリカの大学院を目指すみなさんへ 
 　　　　　　　　　- 経済学の場合 -

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　西村 めぐみ

　今日は、 アメリカの大学院博士課程の仕組みを簡単に紹介したいと思います。 こ

れから紹介する内容は、 アメリカコロラド州ボルダーにあるコロラド大学の大学院　経

済学の博士課程という事例で、 別の大学や別の分野で当てはまらないことも多々あ

るかと思いますが、 これからアメリカの大学院を目指す方の参考になれば幸いです。

【1】 留学前 - 学業成績 GPA ・ テストスコア (TOEFL ・ GRE) ・ 推薦状の準備　そして資金調達 -

　アメリカの大学院の入学審査は、 書類審査で行われます。 書類審査で提出を求

められるものは、 成績書 ・ TOEFL ・ GRE のテストスコア ・ そして 3 名～ 4 名から書

いて頂く推薦状です。 大学によって学業成績 GPA ・ TOEFL ・ GRE には最低基準

が設けられており、 最低基準をクリアし、 かつ入学できるよう少しでもましなテストの

スコアを取るために私の場合何度もテストを受けました。 お金 ・ 時間 ・ 気力が必要

です。 大学院の入学審査で重要なものが推薦状です。 私の場合、 アメリカ ・ カナ

ダの少なくとも 10 校以上の入学審査に応募しましたので、 その度に指導教官の先

生方に推薦状を書いて頂くのは心苦しい限りでしたが、 推薦状の力で合格通知を手

にすることが出来ました。 今でも、 当時推薦状を書いて下さった先生方を思うと感

謝の思いで一杯になります。 大学院の合格通知が来たら余り喜ぶ間もなく資金調

達に奔走することになります。 これは、 経済学の場合に限るのですが、 経済学の場

合大学院 1 年目で一定の成績を修めれば 2 年目から大学院の方で TA (Teaching 

Assistant) 又は GPTI (Graduate Part-Time Instructor) として雇ってくれ、 授業料

が 30% ～ 100% 減額になり、 かつ毎月少ないもののお給料も出るというシステムに

なっています。 ゆえに、 経済学で大学院の博士課程に行く場合は、 1 年目の授業

料 + 生活費だけ奨学金、 もしくは自己資金で準備しておけば経済的には留学可能

となります。 ただ、 私の場合日本の大学院で獲得した成績が全くパッとしない成績

でしたので奨学金を獲得することが出来ず大変でした。
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1 月位に大学院の合格通知をもらい、 同じ年の 8 月に入学する予定だったのです

が、 資金調達できず、 合格しても 1 年間入学を猶予することが出来るという制度を

使い、 留学を延期して猶予期間の 1 年間の間に資金調達に奔走することにしまし

た。 私は幸いにも資金を貸して下さる恩人が現れましたので大学院留学という目標

を叶えることが出来ましたが、 学業成績がもっと良ければ奨学金を獲得出来、 資金

調達に苦労することはなかったと思います。 これから大学院進学を考えていらっしゃ

る皆さんは、 目先の成績をどうか大事にしてあげて下さい。

【2】 大学院 1 年目 -Math Camp ・ 日々の勉強 ・ Comprehensive Exam-

　大学院の講義は 8 月下旬からスタートするのですが、 入学前に Math　Camp とい

う 2-3 週間くらいの数学詰めの集中講義が毎日行われます。 毎日、 午前中から

夕方まで経済学に関連のある数学ばかりの講義を受け、 Math　Camp の終わりにテ

ストを受けます。 そのテストに合格しないと新学期の授業で受講に制限が出てくるた

め最初のスタートからかなりハードで、 テストに合格しましたがこれから始まる厳しい

大学院生活のシグナルをビシビシ感じていたのを覚えています。 Math Camp で衝撃

を受けたのは、 その内容ではなく、 アメリカの試験の仕組みです。 試験の時には問

題用紙 ・ 解答用紙が配られることを当然のことと予測して試験に臨んだのですが、

驚いたことにアメリカの試験では、 通常解答用紙は自分で持参せねばならないので

す。真っ白の紙を持参する人もいれば、Blue book と呼ばれる試験の答案専用のノー

トみたいなもの (25 セント位 ) を買って試験を受ける人もいます。 最初の試験では、

当然私は解答用紙用の紙を持参していませんでしたが、 友人が親切にも分けてくれ

たので事なきを得ました。 ところ変われば、こんなに試験のシステムも変わるのです。

驚きです。
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　毎日勉強漬けの日々を過ごし、 中間試験 ・ 期末試験に臨むのですが、 ここでも

自己努力ではどうにもならないことに直面します。 それは、 試験の過去問題の入手

です。 ( 毎年同じような問題が出されるため )　試験勉強は、 過去問を繰り返し解く

ことが必須なのですが、 過去問は講義では手に入りません。 歴代の学生に受け継

がれている過去問を持っている人に頼まなければ決して手に入れることが出来ない

のです。 私の場合、 ラッキーなことに同級生が親切な人ばかりでしたので過去問を

手に入れることが出来ましたが、 もし親切な同級生に恵まれていなかったら試験に

パスすることは無理だったと確信してい

ます。 ですので、皆さんがアメリカの大学院に留学したとしたら、過去問を持ってそう、

かつ人の好さそうな人を頼ってみて下さい。

　定期試験を乗り越え、 5 月になりようやく 1 年目が終わったと思ったら、 今度待っ

ているのは、 夏休み明けに行われる Comprehensive Exam です。 この試験はコア

科目であるミクロ経済学 ・ マクロ経済学 ・ 計量経済学の試験で、 全部合格しなけ

れば卒業できません。 アメリカが野球の国だからなのか分かりませんが、 この試験も

3 アウト制で、 3 回不合格だったら退学になってしまいます。 この大変な試験が終わ

ると 2 年目に突入します。
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【3】 大学院 2 年目 -7 年目

　1 年目を無事に乗り越え、 大学から Teaching Assistant 又は Graduate Part-

Time Instructor として雇ってもらえるようになると 2 年目からは、 自分の研究と大学

の学部生への講義の両方に追われる日々になります。 この間に 2 年生の終わりにこ

れから自分が取り組む論文を審査する Prelim と呼ばれる 2 人の先生が出席する口

頭試験、 論文を 2 本＋α書き終わり、 指導教官の先生の許可が出ると、 Proposal

と呼ばれる論文の口頭試験を受けます。 この Proposal 試験に合格すると、 もう卒

業まで間近とようやくみなされ、 就職活動を開始することが認められます。 Proposal

試験に合格し、 論文を 3 本完成させて博士論文として提出できる準備が出来るよ

うになり、 指導教官の先生の許可が下りるとようやく Defense と呼ばれる最終試験を

受けることが出来ます。 Defense 試験では、 5 人の先生が出席し論文を審査する

のですが、 かなりボコボコにされしばらく落ち込んでいました。 論文の Defense が終

わると、試験で指摘された箇所を直し、ようやく博士論文を提出ということになります。

博士を取るまでに最短で 5 年で済むのがアメリカの博士課程ですが、 私は 7 年か

けてようやく取ることが出来ました。

　このような感じで、 アメリカの博士課程はハードですがその分得る物も大きいという

のが私の実感です。 博士習得まで 7 年もかかった落ちこぼれの私の体験談ですが、

これからアメリカの大学院を目指す方の参考になれば幸いです。

                                                                                    （2017.10.28）
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 20. 『文豪ストレイドッグス』 の文豪たち
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 橋川 俊樹

　『文豪ストレイドッグス』 とは、 原作 ： 朝霧カフカ ・ 作画 ： 春河 35 によるマンガである。 『ヤ

ングエース』(KADOKAWA発行)に2013年1月号より連載中。ふつうのマンガと少し違うのは、

原作つきであり、 マンガからのスピンオフ小説が 4 冊も出ていることである。

　この作品に私 ( 橋川 ) が興味を持ったのは、 私の専門が日本の近代文学、 特に夏目漱石

研究であるからで、 『文スト』 の主役たちのほとんどが馴染みの 「文豪」 たちであるからだ。

　文学研究者なのに国際学部の専任であることには少々イワクがあるが、 この際は関係のな

いことなので話を進めると、 今までにも文豪や文学作品を描いたマンガは数多いが、 名前と一

部のイメージだけを借りて、 「文豪」 たちに異能力バトルを繰り広げさせるという発想に驚いた。

　主人公と言えるのは二人、 太宰治と中島敦であるが、 私はこの二人よりも国木田独歩を彼

らが所属する 「武装探偵社」 の中心人物に据えていることの方が面白かった。 それからスピ

ンオフ小説の一つ 『文豪ストレイドッグス　太宰治・黒の時代』 の主人公に織田作之助を持っ

てきたのも意外で興味をそそられた。

　2016 年に 2 クール (3 か月の毎週放映が 2 回 )、 テレビアニメ化され、 いま人気と実力の

ある声優が 「文豪」 たちを演じているのも見どころの一つである。

　とはいえ、このリレーエッセーをお読みの方で 『文スト』 に詳しい人はそう多くはないであろうし、

詳しい人でもモデルとなった 「文豪」 たちには詳しくない場合が多いと思うので、 ここでその紹

介と彼らの魅力について語ってみよう。

　まずは、 中島敦と太宰治。

　中島敦は、 1909 年 ( 明治 42 年 )、 東京 ・ 四谷生れ。 ただし、 父親の仕事先や両親の

離婚の影響で、 埼玉、 奈良、 朝鮮の京城 ( ソウル ) と引越しを繰り返す。 第一高等学校か

ら東京帝国大学国文科卒。

横浜高等女学校の教師時代に多くの作品を書いた。 『文スト』 が 〈ヨコハマ〉 を舞台にしてい

るのはこのためであろう。

　中国の歴史物語や民話・伝説などに材を採った小説が多く、 『悟浄出世』、 『狼疾記』、 『名

人伝』、 『弟子』、 『李陵』 などがあるが、 今でも教科書に必ず採られている 『山月記』 （孤

独で狷介な詩人が虎になってしまう話） が何といっても代表作であろう。

『文スト』 のアツシくんの能力は、 〈月下獣〉。 巨大な 〈白虎〉 に変身する能力である。 身体

能力と再生能力が高く、また孤児院育ちからくるハングリー精神が彼の特徴であり、魅力になっ

ている。
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太宰治も実は、 1909 年 ( 明治 42 年 ) の生れ。

本名、 津島修治。 青森 ・ 津軽の生れ。 大地主であり、 地元の名士の家の 11 人きょうだい

の 10 番目。 青森中学、弘前高等学校、東京帝国大学仏文科 ( 結局、除籍 )。 1930 年 ( 昭

和 5 年 ) にカフェの女給と心中未遂。 そののちも自殺未遂を繰り返す。 1936 年、 処女短編

集 『晩年』 刊行。 薬物中毒のために強制入院させられる。 1938 年石原美知子と結婚後、

創作が安定し、 『女生徒』、 『富嶽百景』、 『駆け込み訴え』、 そして 『走れメロス』 ( これも

教科書の定番 ) などを発表。 戦争中も旺盛な執筆活動を続けたが、 疎開していた津軽の実

家から帰京してからは、いわゆる〈無頼派〉らしい自堕落でデカダンな雰囲気の作品が多くなる。

代表作は 『斜陽』 もあるが、 やはり 『人間失格』。

　『文スト』 のダザイの異能力も 〈人間失格〉 だが、 この能力は掟破りで、 相手のどんな異能

力も無効化してしまう能力。 そのおかげで与謝野晶子の治療能力も効かないので、 ケガの回

復が遅れたりすることもある。 ダザイは趣味のように自殺未遂を繰り返し、 『完全自殺マニュア

ル』 を愛読している。 もとは探偵社の敵である 「ポートマフィア」 の幹部だった過去があり、「探

偵社」 の社長 ・ 福沢諭吉からも 「ポートマフィア」 首領の森鴎外からも特別に目をかけられ

ている。

　基本的にオチャラケのキャラなのだが、 『黒の時代』 のオダサクに対する思いのように、 真

面目で情熱的な面を時おり見せる所がダザイの魅力である。

　国木田独歩は、 彼らよりだいぶ年上で、 1871 年 ( 明治 4 年 ) 生れ。 千葉 ・ 銚子で生れ

ているが、 これは播州竜野 ( 兵庫県 ) の藩士だった父親の乗った船が銚子沖で難破して、 し

ばらく滞在していた間に土地の女性との仲が深まり、 それが独歩の母親である。 本名、 国木

田哲夫。

　山口・柳井で育ち、山口中学に入るが中退して上京。 早稲田に入り、当時は政治家志望だっ

たが、詩人を目指す一方、ジャーナリストに志望変更した。 詩の代表作は、「山林に自由存す」。

民友社ほかの新聞・雑誌社に関係し、一時は独歩社を興して経営した。また、盛んに小説・エッ

セーを執筆、随筆『武蔵野』(1898 年 ) は有名。 小説には、『忘れえぬ人々』、『少年の悲哀』、

『酒中日記』、『春の鳥』 などの短編があるが、代表作は 『牛肉と馬鈴薯 ( じゃがいも )』 だろう。

〈理想〉 の生活を目指し、 じゃがいもで我慢しながら北海道の開拓に従事したが挫折した男の

昔語り。
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　クニキダの異能力は 〈独歩吟客〉。 これは独歩が詩を書くときのペンネームの一つ。 「理想」

と表紙に書かれた手帳 ( クニキダはそこに自分の将来の予定をすべて書き込んでいる ) に書

いたモノを何でも実体化することができる。 たとえば 「マシンガン」 と書けば、 即座に実体化し

て使用できる。

　「異能探偵社」 の中では福沢社長の右腕で、 いい加減なダザイとは真逆の律義者。 仲間

からの信頼も厚く、仕事や計画はたいていクニキダが中心で、〈頼れるリーダー〉 の魅力がある。

　探偵社のメンバーと C.V.( キャラクターボイス、 担当声優 ) は以下の通り。

・ 中島敦　　　　- 上村祐翔

・ 太宰治　　　　- 宮野真守

・ 国木田独歩　- 細谷佳正

・ 江戸川乱歩　- 神谷浩史

　　　　　　　　　　　＊異能力 「超推理」。 ただし、 実は異能力ではなく、 純粋な推理能力。

・ 与謝野晶子　- 嶋村侑

　　　　　　　　　　　＊異能力 「君死に給うこと勿れ」。 瀕死になった患者だけ回復させる。

・ 宮沢賢治　 　- 花倉洸幸

　　　　　　　　　　　＊異能力 「雨ニモマケズ」。 どういう訳か、 単なる 「怪力」 の能力。

・ 谷崎潤一郎　- 豊永利行

　　　　　　　　　　　＊異能力 「細雪」。 作り出したイメージで空間を満たし、 幻惑させる。

　ポートマフィアのメンバーと C.V.
・ 芥川龍之介　- 小野賢章

　　　　　　　　　　　＊異能力 「羅生門」。 着ている黒コートの布地を鋭い剣か鞭のように自在    

                         に変化させ、 攻撃する。 太宰のお気に入りの敦を敵視している。

・ 樋口一葉　　 - 瀬戸麻沙美

                      ＊異能力があるか不明。 銃で攻撃する。 芥川の部下で、 慕っている。

・ 中原中也　　 - 谷山紀章

                      ＊異能力 「汚れちまった悲しみに」。 触れたものの重力をあやつる。

・ 尾崎紅葉　　 - 小清水亜美

                      ＊女性。 異能力 「金色夜叉」。 甲冑武者 ( 女性 ) を出現させて攻撃。

・ 泉鏡花　　　　- 諸星すみれ

                      ＊もとポートマフィアの暗殺担当。 途中で 「探偵社」 に入社。 女の子。

                              異能力「夜叉白雪」。仕込み杖をもった甲冑武者(女性)を召喚する。
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  このほかにも、 梶井基次郎、 広津柳浪、 田山花袋、 夢野久作、 坂口安吾などが登場する。

　ポートマフィアとの抗争のあとは、海外のマフィアや犯罪集団との戦いが描かれている。 主だっ

た海外 「文豪」 を挙げると、スコット・フィッツジェラルド、スタインベック、モンゴメリー、エドガー・

アラン ・ ポー、 ホーソーン、 ドストエフスキー、 アンドレ ・ ジイドなど。

　どの 「文豪」 も名前を借りているだけで、 なぜそんな 「異能力」 を持っているのか意味不

明の場合も多いが、 森鴎外が使役する 「エリスちゃん」 や、 最近の 12 巻になってやっと現

れた夏目漱石の異能力 「吾輩は猫である」 などは傑作といえる。 興味のある方は確認しても

らいたい。

　どんな描かれ方であっても、 特に明治時代の古い作家の名前が学生や若者に知られること

は、教える立場の人間からすると、たいへんありがたい。 国木田独歩、田山花袋、尾崎紅葉、

広津柳浪などの名前がまさかこのタイプのマンガに登場するとは考えもしなかった。

　また近頃は、 海外の古典的な文学作品がほとんど読まれなくなっている。 古典新訳などで

読みやすい文庫本も出ているので、『文スト』を機会に是非彼らの作品にも触れてほしいものだ。

　私の授業では、 よくアニメ作品を使用しているけれども、 アニメというのはオリジナル作品は

少なく、 たいていはマンガ・小説・ゲームなどの原作から出来ている。 つまりアニメを扱うことは、

それらの原作やメディアミックスによる他の媒体、 それに海外展開などさまざまな広がりを視野

に入れる必要があり、 どう扱うか難しい面がある。

そんな中で 『文豪ストレイドッグス』 は、 私の専門との親和性の高い、 有難いコンテンツだと

言える。
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 21. もう一つのハワイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 平石 妙子

　今年の５月にハワイのホノルル国際空港が 「ダニエル ・ K ・ イノウエ国際空港」 と

いう名称に変更されたというニュースがありました。 ダニエル ・ K ・ イノウエは日系ア

メリカ人として初めて上院議員となり、 長年にわたって活躍したハワイ出身の日系二

世です。 ２０１２年に８８才でなくなった時、 ワシントンの大聖堂で行われた告別式で

は、 当時、 大統領だったバラク ・ オバマが感動的な弔辞をささげました。 少年時

代をハワイで過ごしていたオバマが１１才の時に初めて本土に家族旅行に出かけた

時に、 テレビで見たウォーターゲイト事件の公聴会で次々と鋭い質問をするイノウエ

のパワフルな姿に強い感銘を受け、 それが後に政治家を目指すきっかけとなったと

述べていました。

　今回のホノルル国際航空の名称の変更は、 イノウエに対するハワイの人々の敬愛

の念を象徴するものとして捉えることができます。 イノウエが広く名前を知られるよう

になったのは、 第二次大戦中に編制された日系人部隊の第４４２連隊に志願して

激戦区に送りこまれた時代にさかのぼります。 多くの日系人兵士が戦死したなかで、

彼もイタリアで負傷して右腕を失いながらもハワイに帰還し、 その勲功が評価されま

した。 この時の体験から、 イノウエは医者になる夢を断念して、 アメリカが 「一つの

オハナ ( 家族 )」 となることを願って政界に進出し、 その活躍はアメリカ社会におけ

る日系人に対する見方を変えるきっかけとなりました。

　ハワイといえば青い空や海といった観光地としてのイメージが強く、 日本人にとって

は最も身近な外国です。 夏が近づくと決まって雑誌でもハワイの特集号が組まれ、

ハワイ旅行が様々な形でアピールされます。 しかし、 ホノルル国際空港の名称変

更の例が示すように、 ハワイの歴史を辿ると、 私たちが抱くイメージとは異なった複

雑な歴史がここにもあることを知らされることになります。
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　今学期の国際入門演習ではハワイについて書かれた新書 （矢口祐人 『ハワイの

歴史と文化』 中公新書） を読んでハワイの歴史を学んでいます。 先日はちょうど、

１９４１年１２月７日の真珠湾攻撃についてのグループ報告がありました。 この出来事

について調べた学生からは、 ハワイには太平洋におけるアメリカ最大の基地があるこ

とを知って驚いたという感想がありました。  ハワイの観光地としての楽園イメージとは

あまりにも異なった事実を知らされたからです。 このように、 これまでとは少し異なっ

た観点からハワイについて学ぶことで、もう一つのハワイに触れることができればと願っ

ています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.11.9）
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 22.“Kazuo Ishiguro, The Remains of 
　　　　　　　　　　　　the Day and Downton Abbey”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　Anthony Mills

 I was pleased for two reasons when Kazuo Ishiguro won the Nobel 

prize in literature in October this year. First of all, I am a fan of Ishiguro’s 

work, so I was happy for his success. I particularly like the early novels A 

Pale View of Hills and An Artist of the Floating World, both of which are set in 

post-WW2 Japan and draw on Ishiguro’s childhood memories.  I am also very 

impressed by the dystopian Never Let Me Go, which, among other things, 

explores issues related to human cloning. 

 The second reason I was pleased, however, was that on the day after 

the prize was announced I received a text message from a former Kyoritsu 

student. She wrote to me because Ishiguro winning the Nobel prize had 

reminded her of when she was an undergraduate in Hachioji and we had 

studied the novel The Remains of the Day in her 3rd-year seminar. It was 

good to get this message and to think that a former student from many years 

ago still remembered her classes at Kyoritsu fondly.

 The Remains of the Day is Ishiguro’s most famous novel and it was 

made into a successful fi lm starring Anthony Hopkins and Emma Thompson. 

It tells the story of the unraveling of the life and world of a butler in a British 

stately home. It is concerned with themes of tradition, social class, memory 

and duty.
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 In early November, I was watching television at home one evening and 

the popular British drama series Downton Abbey was being shown on NHK. 

I enjoy watching this series. Although it is less than realistic and is more of a 

soap opera than a serious historical drama, it is entertaining and it is worth 

watching just to see the clothes and the hats. The story deals with the lives 

and fortunes of an aristocratic British family and their servants in the fi rst half 

of the twentieth century.  While I was watching, however, I began to compare 

the world depicted in Downton Abbey with Ishiguro’s portrayal of life in a 

stately home in The Remains of the Day. When it comes down to it, Ishiguro’s 

imaginary world is much more interesting, satisfying and worth spending time 

on.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.11.14）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66



 23. ランペドゥーサの人びと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　八十田 博人

　イタリア最南端の島、 ランペドゥーサ島は、 シチリア島のパレルモ （シチリア州の州

都） からプロペラ機で 50 分、シチリア島南部のポルト・エンペドクレ港からだとカーフェ

リーで 10 時間の位置にある離島である。 シチリア島よりもアフリカ大陸のほうが近い

位置にある （といっても、 最も近い港でも 200km はある） ため、 装備が不十分な

船で地中海を渡り、 ＥＵ領内に入ろうとする移民 （難民を含む） が海上で救助され

た後に上陸する島として有名になった。

　私は、 2017 年 3 月上旬と 9 月下旬の 2 回、 この島を訪れた。 ランペドゥーサ島

は、 もともとは漁業が中心の静かな島だったが、 近年は手つかずの自然が好まれ、

夏はマリン ・ スポーツを目当てに人口 6 千人の島に 3 万人の観光客が押し寄せる。

冬は閑散としている目抜き通りでも、 夏はカフェが屋外に所狭しとテーブルを並べ、

夜中まで店を開いている。

　幸い、 3 月の滞在で宿泊した B&B を経営するパオラさんが、 島民の有志と協力

して移民たちの支援活動をしていて、 この島と移民の関係について幾つかのことを知

ることができた。
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　まず、 私が到着した日には、 パオラさんの友人の弁護士が本土から来ていて、 島

の教会の一室を借りて、 支援活動にかかわる市民たちと難民申請を準備している移

民たち数人に手続きなどの法的なアドバイスをしていた。 移民たちはセネガルやトー

ゴなどサハラ以南の出身者で、 旧宗主国の言語である英語やフランス語は話せて

もイタリア語は話せないので、 地元の人でそれぞれの言語に通じた人が通訳につい

ていた。 質問内容はどれも真剣なもので、 申請手続きの微細な部分に及んだ。

　翌日には、午後に海上で移民を救助したスペインの NGO の船が港に着くと聞いて、

対岸の丘の上からカメラを構えた。 近くに行っても問題はなかったのだが、 救援活

動の邪魔をしたくなかったのである。 イタリアや EU 各国の海軍や海上保安庁なども

地中海に船は出しているが、 現在では移民の救助よりも違法密航業者の摘発に重

点が置かれており、 それらがカバーできないところでは、 こうした NGO が自ら船を出

して救助しているのである。 移民たちは体温を守るために黄色い薄手のアルミニウム

製のジャケットを着せられているが、それが風になびいて光り、遠くからでもよく見える。

移民たちは赤十字のスタッフらに導かれ、 整然とバスに乗り、 受け入れ施設に運ば

れていった。
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　滞在最後の日には、 自前の資金で難民を空路で安全に運ぶ 「人道的回

廊」 事業を行っているイタリア ・ プロテスタント教会系の組織 「地中海の希望」

（Mediterranean Hope） が、 ドイツからの訪問団に島の共同墓地内にある移民たち

の墓を案内するのに混ぜてもらった。 その墓の一つに、 「ヤシン」 という名のエチオ

ピア人男性の墓があったが、 碑銘には 「この男性はヤシンという名と思われる」 「ス

ウェーデンの受け入れ施設に妻子がいると思われる」 とある。 支援活動をしている

人たちが関係者に聞き取り調査をして可能な限り得られた情報を入れたのだが、 証

明する文書もないので、断定はせず、遺体が島に到着した日付以外は、「と思われる」

という記述になっている。 つまり、 これは断片的な情報なのだが、 それでも無名のま

まとせず、 一人の個人として埋葬して、 人間の尊厳を守ろうとする島の人たちの思

いが伝わってきた。

　パオラさんによれば、 島内でも移民に対する受け取り方はさまざまだという。 実際、

移民の受け入れに前向きだった中道左派の女性市長は、 6 月の市長 ・ 市議会選

挙でより慎重な元市長に敗北した。 しかし、 私が島内で支援活動をする人たちから

感じたのは、 特定のイデオロギーではなく、 自分たちの島は移民に対して人間的な

接し方のできる島であってほしいという真摯な思いである。 そういう人たちが現に少な

からずいることがとても貴重なことに思えた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.11.17）
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 24. アラビア半島の片隅で…幻の国での援助外交記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　  吉竹 広次　　

　ゼミや開発経済学の受講生から、 「大使館や JICA で、 どんなことしてたんですか？」、 「どう

して中東？」 と聞かれても、一口に答え難く、広報誌などでの断片的な紹介も中途半端でした。

ここでは、少しまとめて応えたく、これまで言及しなかった南イエメンでの経験、考えたこと、思っ

たことを綴ってみました。 ずいぶん前の話ですが、 今デジャヴュのように、 中東は再び、 三た

び戦乱の地となり、 世界も新冷戦 （第二次冷戦） に入っています。 イエメンは内戦が泥沼化

し、 国連が 「最悪レベルの人道危機」 を宣言、 世界食糧計画 （WFP） は 「前例のないレ

ベルの飢えと食糧不足」 を警告する状況です。 これからの国際協力や途上国開発などを考

える皆さんに、 個人の限られた体験ですが外交や援助の末端、 「現場」 を感じてもらえたらと

思います。

アデン市街
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　「僕は二十歳 （はたち） だった。 それが人生でもっとも美しいときだなんて、 誰にも言わせな

い。」 …ポール ・ ニザン 『アデン ・ アラビア』 の鮮烈な書き出しだ。

　偉大な哲学者サルトルと高校からの同級で、 2 人して進んだ入学者僅か 24 人のフランス

のエリート中のエリート校にいながら、 透徹した目でエリートの俗物根性や権力 ・ 権威を痛烈に

批判したニザン （ダンケルクに迫るナチスとの戦いに戦死） ・ ・ ・ 68 年フランス 「五月革命」

の学生たち、 そしてベトナム反戦、 沖縄 ・ 成田、 70 年安保、 学園紛争に揺れた日本でも反

体制の学生に親しまれた。 20 歳前、 僕も学校の片隅で、 寝袋にくるまれて難解なマルクス

を傍らに、 回ってきたニザンを読んだ。 共感した。 サルトルが寄せた長文の追悼にも感銘し、

またニザンが引用した、 ドイツ人探検家ニーブル 『アラビア記』 の 「快適な生活と繊細な食

卓を好む、 あるいは女性たちといっしょに心地よく時を過ごしたいと思っている若者たちは、 ア

ラビアには行ってはならない」 という一文に挑まれた。 とはいえ、 アデンもアラビアも遥けき彼

方だった。

　…10 年後、 僕はアデンにいた。 JICA から外務省に出向し、 在外赴任先の希望をきかれ、

迷わず 「中東」 をあげた。 当時、 イラン ・ イラク戦争は 2 年目に入り、 前年エジプトではサダ

ト大統領が暗殺された。 開発協力課から中近東一課に異動した頃、 イスラエルのレバノン侵

攻が取りざたされ、 動向を告げる極秘公電 （電報） が次々に入り、 課をあげてその影響の分

析に慌ただしかった。 米国務省は記者会見で頑 （かたく） なにそれを否定していたが、 そん

ななか「サッチャー首相官邸（ダウニング街 10 番地）で深夜の緊急閣議」という至急報が入っ

た。 こんな情報、 どうやって…と思っていたら、 ロイターがレバノン侵攻をアージェントで伝えた。

中東は硝煙の中だった。

　赴任したのはエジプトの大使館で、 経済担当の二等書記官だ （国際慣例の公称位に、 外

交官には大使、 公使、 参事官、 一 ・ 二 ・ 三等書記官が、 領事官には総領事、 領事、 副

領事がある）。 エジプトは南イエメン （イエメン民主人民共和国、 アデンが首都） も兼轄してい

た。 着任後間もなく、 本省 （外務省を大使館など出先はそう呼ぶ） から中東外交強化の一

環として、情報の少ない南イエメンの梃入れに、エジプト大使館にも南イエメンの政務 （政

治のこと） ・ 経済を担当する兼任書記官を指名するよう指示があった。
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環境の厳しい、 日本との関係も希薄な小国に希望者はなかった。 大使直属のポスト、 中江

要介大使から 「大変だが」 とねぎらわれ、 新任の身軽な僕に役目が回った。 アデン！ ・ ・

心が弾んだ。 初めて降りたった空港からの道すがらは今も鮮明だ。 それ以降は三月 （みつき）

とおかず出張し、 大使館オフィス （正しくは chancellery） を置いた 『アデン ・ アラビア』 にも

記される、 クレッセント・ホテル注に 1 週間ほどの滞在を繰り返す。 注：エリザベス女王も宿泊。

豪奢ではないが、 世界有名ホテル 449 に紹介されている。

http://famoushotels.org/hotels/1079　

　アデンはアラビア半島の西南端に位置し、 旧約聖書やコーランのシバの女王で名高いシバ

王国もこの辺りとされる。 モカ ・ コーヒーの由来である紅海の積出港モカも近い。 紅海の出口、

バブ ・ エル ・ マンデブ （涙の門） 海峡を抜け、 インド洋アデン湾に入ってすぐの天然の良港

で、 シバ時代ともいわれるが詳細不明な立派な貯水ダムが残され、 オスマン ・ トルコは城塞

も築いた。 英国が覇権をにぎった時代にはインドにつながる海路の要衝から 1839 年に東イン

ド会社が購入、 その後 1869 年にスエズ運河が開通するとアデン保護領 （のち南アラビア連

邦） とし、 アデンは世界 4 位の貿易港として賑わった。 岩倉使節も米欧からの帰路、 ピラミッ

ドに立ち寄ったのち、1873 年 8 月 1 日アデンに入港した。 トルコ初の日本親善使節、エルトゥー

ル号が和歌山 ・ 串本沖で遭難、 台風の中、 灯台守と樫野村の人たちが必死の救出を行っ

たことは、 両国を結ぶ絆となっているが、 その生存者 69 人をコンスタンティノープル （イスタ

ンブール） に送り届けるため、 日本海軍の帆船 （比叡と金剛） が 1890 年 11 月 30 日アデ

ンに入港、 それを英紙も称賛とともに伝えた。 鴎外や漱石など、 船の時代に渡欧した人たち

も皆、寄港している。 ニザンよりも前に、フランスの詩人ランボーも 『地獄の季節』 を書いた後、

筆を折って武器商人となりアデンに滞在した。 彼がエチオピア人女性と暮らしたランボー ・ ハウ

スに微かな名残を留める。 ハドラマウト山脈から急峻に下る、 緑のない土気色の殺風景

な山々が、 青いインド洋に迫る凄絶な地。 港がなければ街はなかっただろう。 クレッセントの窓

辺で、 モノトーンに暮れなずむ街並みを眺めながら、 ニザンを始めこの地を訪れた人々を想っ

た。

　当時の南イエメンはアラビア半島唯一のソ連の同盟国、 つまり 「東」 側だ。 米国はシリア、

リビアとともにテロ支援国家に指定していた。 アデン港にはソ連の原子力潜水艦隊が駐留し、

ソコトラ島基地とともに、 ペルシャ湾からの石油タンカーが通過する世界一重要な海峡、 ホル

ムズ海峡を窺っていた。 ディエゴ・ガルシア島の米軍基地に対峙 （たいじ） するインド洋の 「米

ソ冷戦」 最前線だ。
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　中東の異端児 ・ 南イエメンは独立から未だ 10 余年、 時代は海路から空路に移り、 船足も

伸び、 英領時代の中継港の栄華は BP 製油所のタンクに往時の面影を残すのみで、 中東な

がら石油資源に恵まれない最貧国、まさにニーブルのアラビアだった。サウジアラビアやクウェー

ト、ア首連などペルシャ湾岸富裕国にありがちな声高で、傲慢な人たちに比べて、アデンの人々

の物静かで質素、過酷な環境にじっと堪える姿を好感した。大使の信任状捧呈に随行して会っ

た 30 代半ばの大統領を始め、 この国の人たちからは貧しい自国の発展という困難な課題に

淡々と挑む意志とひたむきさが伝わった。 男女差別の厳しいアラビア半島でいち早く女性の参

政権を認めた国でもある。 もともと援助機関員であった僕は、 この国の人々の役に立てればと

思ったが、援助は理想主義、外交はリアリズム、政府開発援助 （ODA） は外交政策の手段だ。

「ソ連の手先」 とされ、 日本との経済関係も大手水産会社 1 社がインド洋で紋甲イカを採るだ

けの南イエメンには ODA は政策的に極めて限られていた。

　インターネットの時代ではない。 情報公開の少ない 「東」 側の国では統計や情報の扱いは

慎重だった （ソ連は国際収支さえ非公表）。 アデン出張時は、 本省からの訓令 （国連での日

本への支持要請や、 当時採択が迫っていた国連海洋法条約の逐条的な任国対応確認など）

のほかにも、各省庁、中央銀行の局長、次官、時に大臣を訪ね歩いた。 こちらは未だ 20 代、

「霞ヶ関」 なら雲の上の肩書と歳の差にはじめは気後れしたが、 日本では実務は担当官が一

番詳しく、実質的決定は課長レベルと、組織は 「下」 からの積み上げだが、途上国では 「上」

に情報も権限も集中し、「下」 では埒 （らち） が明かない。 先進国からの外交官は若手が多く、

` 政府代表′であれば先方は気にしない。 彼らはいつも多忙で、 驚くほど優秀だ。 多くが 「日

本人と話すのは初めて」。 最初のうちは、 訝 （いぶか） しがられもしたが、 中東に共通するこ

とだが、 日本が中東で手を汚していないこと、 また戦火が絶えない中東では、 日本国憲法の

戦争放棄が尊敬と羨望をもって広く知られ、 やはり南イエメンも、 その意味で親日的で、 海外

ニュースなどが限られるなか、 なんでも話題にし、 エジプト訛 （なまり） の下手なアラビア語も

交え、 手立てを尽くすうちに少しずつ情報をとれるようになった。
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　それでも赴任前に受けた「東」側での防諜研修（スパイ対策）もあって、入手した資料はアタッ

シュケースにしまってカイロの大使館に戻って開く。 断片的な情報をジグソーパズルのように組

み合わせる。 細切れの経済 ・ 貿易データ、 国連出先機関や周辺国からの情報など雑多な

情報を突き合わせていくと、 全てが指し示す方向は一点に収斂 （しゅうれん） することに気づ

きハッとした。 「ソ連の手先」 という固定観念やアデン港に並ぶ原潜とは裏腹に、 ソ連との関

係が年々弱まっていること、 「南イエメンのソ連離れ」 だ。 モスクワの日本大使館に南イエメン

とソ連の要人往訪の記録を依頼した。 イズベスチア （政府系新聞） やプラウダ （党機関紙）

が殆どだったが、そこからも交流の希薄化が追認されるものの、確たる 「背景」 がつかめない。

フランスやイタリア、 中国 （80 年代前半は日中関係の蜜月期） の外交官との情報交換でも、

彼らは困惑するだけだった。 これらをまとめて、大使に報告すると 「面白い、やってみましょう」。

早速、 本省に意見具申が出された。 …この機を逃さず、 米英の影響力が及ばないなか、 「出

過ぎず、 出遅れず」 （大使の用語のまま）、 ソ連離れの助長に先鞭をつける。 援助政策を転

換し、 援助を目に見えるレベルに引き上げ、 日本のプレゼンスを示し、 出方を見る。・ ・ ・ と

いったもの、 今風に言えば、 「封じ込め」 からエンゲージメント ・ 関与政策への転換だ。 ` テロ

支援国家′、 「ソ連の手先」 への支援、 一蹴されるのではと気を揉んだ。

　大使室に呼ばれ、 館長直披 （ちょくひ） と記された極秘公信 （書簡） を手渡された。 思っ

たより、 遥かに高い、 広いレベルで検討されたことに驚いた。 … 「それでは、 JICA 出身書記

官ならではの援助案件をみつけてください」 と微笑まれながら、 ハードルをあげられた。 「はい、

必ず」 と応じたものの、 南イエメンの発展に貢献し、 長期にわたって存続可能、 かつ日本の

援助としてモニュメントとなる優良案件を探すことは厄介だ。 途上国でこうした案件を見つける

のは思うほど簡単ではない。 ODA は 「要請主義」、 要請を受けてからが通例だが、 独立後

間もなく、 「西」 側の ODA に不慣れな国に 「要請」 を委ねても期待できない。 上手くいかな

かった ODA は山ほどある。 一人でやらなければならない仕事を思うと援助政策転換の喜びも

重圧に変わった。 貧しい人びとに役立ち、 資源が乏しいこの国に、 できれば外貨収入 （紋甲

イカさえも毎年、 水揚げがおちていた） をもたらす、 自立して運営できるもの…大学や JICA で

学んだ、 開発経済学の技法も統計データがなければ蟷螂 （とうろう） の斧だ。
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　外交活動は幅広く、 政務や領事 （邦人保護）、 文化交流以外は外務省だけでは手に負え

ないので、 本省にも大使館にも、 JICA をはじめ他省庁や銀行などから出向 （一定期間、 所

属機関を離れ外務省員として職務に従事） している （開発協力課は課長、 首席事務官、

庶務以外の担当官 12 人は全員が出向だった）。 公共事業などを所管しない外務省にはもと

もと事業のアイデアがない。 事業官庁の財務省、 経済産業省、 国交省からの出向館員も助

言してくれた。 さらにカイロの JICA、 商社の駐在員にも相談したが、 どれも一長一短、 来る日

も来る日も考えた。 車からアデン市街を眺めながら暗澹 （あんたん） たる思いだった。

　そんな折、 日本の水産会社がかつて試験的にエビ養殖にかかわった記録を見つけた。 「技

術的には可能性充分、 採算性も高いと判断されるが、 政治的リスクが高すぎる。」 ・ ・ ・ 「こ

れだ !!」。 カントリーリスク （戦争 ・ 内乱は勿論、 資産接収 ・ 国有化、 外国為替規制やコン

テンツ規制など広く政策変更リスクも含む） は民間には無理でも ODA ならとれる。 世界的に

需要が拡大しているエビ （需要の所得弾力性が高い）、 日本も東南アジアから大量の養殖エ

ビを開発輸入しているし、 バングラデッシュの輸出記事をル ・ モンドで読んだこともある。 エビ

養殖を事業化できれば欧州市場に出せる。投資基準となる内部収益率（IRR）も概算してみた。

実施段階での主役となる水産庁国際部の知己に内々に打診すると、 前向きだ。 勿論、 押し

つけの援助は成功しない。 受入れ国が当事者意識をもって、 問題が生じても援助国頼りでは

なく、 自ら解決する意志と能力が不可欠だ。 　　　

　大使の承諾を得て、 本省に根回し （事前了解を得る意味の官庁用語） の上、 漁業資源

省や財務省、 アデン州政府を何度も回り、 無償による水産養殖施設の建設と技術協力の可

能性をサウンドして、 外務省には要請から交換公文調印に至る外交手続きを詳しく説明、 タイ

ミングを待った。 やがて彼らが必要な予算、 候補地、 人材を真剣に検討し始めた。 責任者

候補とも会った…これなら 「GO」 サイン。 南イエメン政府から要請が出され、本省は即、受諾。

実施は JICA の手に移る。

　ここまで進んだ後に、 任期満了、 JICA 復帰となる。 エジプトでもスエズ運河拡幅、 カイロ大

学小児病院、 オペラ ・ ハウスなどに関わっていたが、 カイロには JICA 事務所がある。 この小

さな案件の行方が気掛かりで、この案件 （「南イエメン水産養殖研究センター」：エビのほか 2・

3 の魚種も加えた） を担当する部署への配属を申し出た。
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　帰国後、 水産庁や水産会社からなる JICA の設計調査団を編成し再訪すると、 馴染みの

人びとに、 酒宴ならぬ ` カート ・ パーティ′ （飲酒は禁忌だが、 イエメン人は麻薬の一種カー

トを噛む） で大歓待された。 ソ連への不信もあり、 始めは僕の話に半信半疑で取り組んだと、

笑顔で内輪話もしてくれた。 その夜、 既に中国大使に転任されていた中江大使にクレッセント

から手紙を書いた。 北京から本省経由の私信で進捗を喜ばれ、 「中南海 （中国政府中枢。

大使が親密にされた胡耀邦総書記のことだと直感した） にも南イエメンのことを話している」 と

付言された。

　JICA の設計調査で大事なのは前提となる最適な施設規模の策定で、 JICA 担当者の役目

だ。 過大だと、 後に会計検査院の指摘を受ける可能性がある。 他方、 「水産養殖研究セン

ター」 が文字通り 「研究」 だけでは、 収益が出ない。 有償援助 （貸付） と違い、 無償 （贈

与） は収益性のない研究 ・ 教育 ・ 保健医療などが原則なので、 「霞ヶ関」 予算当局のとお

りをよくするために、 「研究センター」 にしたのだが、 研究が上手くいって、 事業化したくても最

貧国の南イエメンに資金の余裕はないだろう。 貧しい南イエメンに収益をもたらす事業が狙い

だ。 そこで、 「研究」 の対象にパイロット事業による 「事業化研究」 を入れて、 なんとか収益

を出せる規模にした。 設計までを見届けた後、 米国大学院へ派遣留学となり、 約 10 億円の

施設完成には立ち会えなかった。 僕の 『アデン ・ アラビア』 の終わりだ。

　さて、 写真は調査報告書のパースと現在の姿 （GOOGLE  MAP の衛星写真） である。 見

比べると、 λ形の取付道路の内側に、 調査時の設計図どおりの施設が今も確認できる。
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　　　JICA 調査団報告書
（写真 ： 筆者は右から 4 番目）
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　　　　　　　　　　　基本設計調査のパース

　　　　　  GOOGLE　MAP　衛星画像
（基本設計図の取付道、施設が確認できる）
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　1990 年にソ連が混乱し （ソ連崩壊は 91 年）、 支援が途絶えたことから南イエメンは自立

を諦め、 北イエメンと合併、 現在のイエメンとなる。 「南イエメンのソ連離れ」 は現象としては

事実だったが、 意図した離間というより、 ソ連経済の衰退が真の背景だった。 冷戦の在勤時、

ソ連情報はなんでも求められていたので、 オデッサからの貨客船から降りてくるロシア人観光

客について回ったこともある。 彼らは観光より、 外国人だけに買い物が許されるドル ・ ショップ

に向かう。 服装は粗末で、 品揃えの悪い店でも日用品を ‘爆買’ していた （交換性のない

ソ連ルーブルなのに、 観光客はどうやってドルを入手するか知りたかったが、 ロシア語の壁に

阻まれた）。ここに既にソ連経済衰退の兆しが隠れていたのだが、ソ連崩壊8年前のその時・・・

思い及ばなかった。 もっとも、 その時点でのソ連崩壊を人口社会学から断定した知の巨人エ

マニュエル ・ トッド （冒頭のニザンの孫、 ちなみに著名な構造主義思想家ストロースはニザン

の従弟） こそ例外で、 ソ連専門家や国際政治学者のだれもソ連崩壊を予見していなかった。

　イエメンは 2011 年の 「アラブの春」 の政変で退陣した前大統領・ホーシー派 （シーア派）

と新大統領・スンニー派が武力衝突し、2015年からはサウジアラビアが前者を爆撃する一方、

イランがこれを支援するサウジアラビアとイランの代理戦争の地と化している （両国の対立は

シリア内戦の背景でもあるし、 今後はレバノンで激化しよう）。 日本大使館も閉鎖され、 渡航

情報は最高度の警戒情報、 レベル 4 「退避勧告」 がでている。 内戦の混乱のなかコレラが

大規模に発生し、 食料危機が続いているが、 国際社会の支援の手は伸びず、 今この瞬間も

人道危機が放置されたままだ。

　閉鎖前の日本大使とイエメン外務大臣の会談で先方の要請のトップに 「水産養殖センター

の復旧」 が挙げられたこと、 また衛星写真に養殖池の照り返しがないことから、 センターは機

能停止状態と思われる。すでに南イエメンもソ連も、‘幻の国’になった。中江大使も逝かれた。

センターは今や、 消えなんとしている。 僕の関わりは冷戦下、 援助外交の舞台回しにすぎな

いが、 灼熱の現場では建設に、 運営に多くの人々が尽力した。 いつか戦火が止んだら、 大

使館や JICA の後輩たちが知恵を出してくれるだろう。 センターが昔日の姿に戻ったら、 再び

クレッセントに泊まって、 リトル ・ アデンの入り江を訪ねたい。 アデン産のエビを食したい。 そん

な日が来て欲しい。・ ・ ・

　今はただ、 なによりアデンの、 そして中東の人々にアラビア語の挨拶のとおり

　" アッサラーマ ・ アレイコム " （「あなたの上に平安あれ」）　と願う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80



 25.“Understanding Global Issues”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　  Sarah Asada

 Global issues. When you hear this, what comes to mind? 

 Climate change. Terrorism. Poverty. Famine. Child labor. Inequality. Education. 

War. 

 These are common global issues that my students think of when we discuss 

global issues. Why do we, as individuals and nations, feel a strong desire to address 

global issues? 

 First, we must consider the defi nition of a global issue. Many countries around 

the world face a variety of problems, but how do we know which problems are global 

issues? If the problem impacts a large number of people in different countries, then 

it becomes a global issue. Global issues are so big that they need more than one 

country to solve. Global issues impact so many people in a variety of countries that 

we, as humans, feel responsible to help fi x the problems. 

 In 2015, the United Nations announced the Sustainable Development Goals 

(SDGs). There are 17 SDGs that aim to “end poverty, protect the planet, and ensure 

that all people enjoy peace and prosperity” by 2030 This is not the fi rst time the world 

has come together to address global issues. In 2000, the Millennium Development 

Goals (MDGs) were adopted by the United Nations. The MDGs proclaimed eight 

international development goals to be achieved by 2015. One of the important 

features of the SDGs is that in includes both developing countries and developed 

countries unlike the MDGs that focus on developing countries. 
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 If we dig below the surface of developed countries, we can see there are 

still many improvements to be made to help the lives of all their people. In the GSE 

Program, I teach a course called “Contemporary Global Issues III.” In this class, we 

explore global issues that occur in the societies of the US and UK. 

 An important part of the class is the group research project. Each group 

decides their own global issue. Next, group members work together to research and 

become experts on the global issue. At the end of the semester, each group teaches 

the class about the importance of the global issue and how it impacts the US and 

UK. This year groups are exploring issues surrounding violence, religion, global 

warming, health, clean water and sanitation, immigration, sexuality, and poverty. 

 SDGs. Gender. Mommy Tax. Fatherhood Bonus. Diplomacy. Soft Power. 

Disney. Security. Teachers. Children. Education. Development.

 What do all of these words have in common? Well, you will have to join my 

class to fi nd out!

 Until then, you can visit https://sustainabledevelopment.un.org/sdgs to learn 

more about the SDGs and what the world is trying to achieve by 2030. 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.12.4）
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 26. “手机” からもたらされた中国社会の変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　 李 錚強

　中国語で “手机 shǒujī” とは 「携帯電話」 のことです。 “机” は 「机」 ではなく

「機」 の簡体字で、「…機械」 の略語として電気製品の名前によく用いられています。

初級中国語で習う “电视机 diànshìjī” （テレビ）、 “洗衣机 xǐyījī” （洗濯機） な

どもこの類の造語で、 中国語の新語の大半は意訳式でネーミングされています。

　携帯電話は中華圏では 1980 年代後半に台湾や香港で使われ始めましたが、 当

時は “手机” ではなく、“大哥大 dàgēdà” という台湾生まれの語で呼ばれていました。

この “大哥大” はのちの携帯電話よりかなりかさばり、 価格も高く、 また片手に持つ

と “大哥” （マフィアのボス） のように格好良いということからお金持ちの新しいステー

タスシンボルとなり、 台湾や香港で流行したのです。 そして 80 年代末に大陸中国

でも携帯電話が使われ出すと、 “大哥大” という言葉も改革開放の窓口だった広東

省や福建省に流れ込み、 そこからさらに内陸部へと急速に広がっていきました。

　しかし 90 年代に入り携帯電話の小型化が進むと、“大哥大” という呼び名は廃れ、

より精巧で手にフィットする語感を表す “手机” に切り替わりました。

  “手机” が大陸中国で普及し始めたのは 1990 年代前半のことだと思います。 私

が “手机” を手にしたのも確か 1994 年春のことです。 ただ、 当時の “手机” に

は通話機能しかなく、 しかも発信にも受信にも通話料金が発生する 「双方向課金」

というシステムだったので、 フルに利用することができませんでした。

　この年に私は短期訪問で “手机” を持って東京を訪れましたが、 電気製品のあ

ふれた日本になぜか携帯電話は普及していませんでした。 疑問に思った私が古い

知人に尋ねてみたところ、 「日本は公衆電話が普及しているから、 携帯電話は必要

ないんだよ」という答えでした。ところがその後、日本では中国よりも速いスピートであっ

と言う間に携帯電話が普及し、反対に公衆電話は 2000 年頃から次々と消えていっ

てしまいました。
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　一方、 中国の “手机” は通話しかできない上に 「双方向課金」 の影響もあり、

その後の十数年間、 利用者は都市部の富裕層に限られていました。

　“手机” が急速に普及し始めたのは北京オリンピックが開催された 2008 年頃のこ

とです。 多機能を備えた海外ブランドの “智能手机 zhìnéng shǒujī” （スマホ） が

若者を中心に愛用されるようになりましたが、 高価でなかなか手に入らない品物でも

あったので、 違法にコピーされた安い “智能手机” も出回り、 廉価品を求める消費

者市場を独占しました。 このような模倣品はウェブ上で “山寨手机” と名付けられ

ました。

　“山寨 shānzhài” はもともと山中に築いた砦を意味しましたが、 その後、 砦のある

山村のことも指すようになりました。 しかし “山寨手机” の氾濫を皮切りに、 “山寨”

は本来の名詞から 「模倣した」 「非正規の」 という意味の形容詞として広く使われ

始め、 特にネット上で中国社会の歪んだ現状を揶揄する言葉として流行し、 ついに

は 「2008 年度インターネット用語ベスト 10」 にも選ばれました。

　こうした模倣品の種類や規模は 2010 年を境に急速に拡大し、それに伴い “山寨”

は “山寨笔记本电脑 shānzhài bǐjìběn diànnǎo” （コピー版ノートパソコン）、 “山寨

照相机 shānzhài zhàoxiàngjī” （コピー版カメラ）、“山寨软件 shānzhài ruǎnjiàn” （コ

ピー版ソフトウェア） のようにコピー商品全般に幅広く使われるようになりました。 “山

寨” はいっときの流行語に終わらず、 異例の速さで市民権を獲得したのです。 その

証拠に、2012 年に改訂された中国でもっとも権威のある辞典 『现代汉语词典 （現

代漢語詞典） 第６版』 （商務印書館） にもこの “山寨” の新しい語義が追加され

ています。
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　高度成長のただ中にある中国社会では、「ニセモノ」 や 「パクリ」 の生産販売によっ

て貧しい草の根の人々が次々と富裕層に変身しましたが、 同時に人々の間にさまざ

まな価値観の混乱も生まれ、 それが社会の広範囲にわたって浸透しつつあります。

　一方、 若者を中心とした新興ベンチャー企業は新しいビジネスモデルの開発に挑

戦しています。 2010 年頃から農村部では、 “智能手机” の急速な普及に伴い、

その高機能を利用した様々な新商法が展開されています。 また最近では、 日本の

マスコミでも報道されたように、 QR コードを使ったモバイル決済サービスが市民生活

に大きな変化をもたらしています。

　このサービスを最初に導入したのは中国のＩＴ業界最大手の “阿里巴巴集团

Ālǐbābā Jítuán” （アリババグループ） です。 同社が 2004 年に開発したオンライン

決済サービス “支付宝 Zhīfùbǎo” （アリペイ） は、 都市部で右肩上がりに普及して

いきました。 2016 年 10 月時点の調査によると“支付宝”の中国国内でのユーザー

数は 4 億 5 千万人に達し、 モバイル決済シェアの５割強を占めるまでに至っていま

す。

　“支付宝” は日本でもすでにローソンやビックカメラなどが導入していますが、 2018

年春には日本に本格的に上陸し、 3 年間をかけて 1 千万人のユーザーを獲得しよ

うと意気込んでいるようです。

　“支付宝” や “微信支付 Wēixìn Zhīfù” （ウィーチャットペイ） によるキャッシュレ

ス化の進展の速さには中国人の私でさえ目を疑うほどです。 ここ数年、 中国短期留

学の引率で北京大学を訪れていますが、 今年の夏には QR コードによるモバイル決

済サービスが小さな店舗にまで導入されていることに感嘆しました。 キャンパス内の

スーパーで現金で支払っているのは私のようなよそ者だけでした。
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　キャッシュレス化の影響は買い物だけに止まりません。 今年 10 月 10 日に 92 年

間も続いてきた北京故宮博物館の入場券販売所が閉鎖されました。 電子チケット

制の導入により、ペーパーチケットが原則廃止されたからです。入場券はインターネッ

トで事前に購入するか、 現地で “智能手机” を使い QR コードをスキャンして手に

入れるしかありません。 かつて長い行列を作って入場券を求めていた光景がもう見

られなくなる一方、 １日平均で８万人分の入場券を販売してきたスタッフ数百人がリ

ストラされてしまいます。

“手机” が中国社会にもたらす変化は一体どこまで続いていくのでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.12.17）
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 27. ふたつのアメリカ研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 鰐淵 秀一

　留学を通じてあなたが学んだことは何ですか―――面と向かってそんな質問をさ

れる機会はあまりないのだが、 もしもそう訊かれたら 「ふたつのアメリカ研究を学びま

した」 と答えようと常々思っている。 しかし、 おそらく今後も面と向かってそんな質問

をされる機会もあまりないだろうから、 一体自分が何を言いたいのか、 この場を借り

て説明しておきたいと思う。

　アメリカの大学院に留学して専攻したのはアメリカ史だった。 寺地先生 （ハイパーリ

ンク） や西村めぐみ先生 （ハイパーリンク） もエッセイで書かれているように、 アメリ

カの大学院というところはとにかく勉強させるところで、 留学して最初の二年間はとに

かく課題の本をたくさん読み、 ペーパーを書くという勉強漬けの日々だった。 朝から

晩まで読んでも課題の本が読み終わらない、 という日々の中で少しずつながら英語

を読む力がついたと思うし、 計 100 冊以上の本を読破することでアメリカ史の専門

家として不可欠な （最低限の） 知識を身につけることもできたと思う。 このようにして

得た本の読み方やアメリカ史に関する知識は、 研究者としてだけではなく、 国際学

部でアメリカ史やアメリカ文化を教える際にも役立っている。 これが留学で学んだ第

一のアメリカ研究である。 言ってみれば、 学問や読書を通じて身につけたアメリカに

ついての知識と言える。

　では、 ふたつ目のアメリカ研究とは何か？それは実際にアメリカ社会で生活する中

で得た 「実体験としてのアメリカ」 とでも言うべきものだ。 留学先の大学院の友人た

ちからして、 そもそも多人種社会アメリカを反映していた。 東部の都市部で不自由

無く育ち、 申し分ない教育を受けたリベラルな白人学生たちが大多数を占めるアイ

ヴィーリーグであっても、アメリカ史を専攻する院生の中には生まれ育ったコミュニティ

の中で自分の家族以外はみな共和党支持者だったという中西部出身の学生や LA

出身のエクアドル系移民二世の学生、 大学院に来る前はバーテンダーをしていたと

いう学生もいたりと、 まさにダイバーシティという言葉がぴったり当てはまるような顔ぶ

れであった。
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特に、 言葉も辿々しい留学生の自分とも気兼ねなくつきあってくれた友人の一人は、

アメリカ人の父親と英国籍だがロマ出身の母親を持ち、 彼のパートナーはニューオー

リンズ出身の黒人の父親と白人の母親との間に生まれた混血という、 まさにアメリカ

という社会の縮図そのもののようなカップルだった。 こういった友人たちと話をしたり飲

みに行ったりすることで、 本やインターネットのようなメディアを通じてではなく、 あた

かもフィールドワークのようにアメリカ社会を学んでいるような気がした。

　また、 友人たちに誘われて様々なデモに参加したことも、 貴重な経験となった。

自分が留学した 2011 年から 2016 年にかけては、 オキュパイ ・ ウォール ・ ストリー

ト運動から Black Lives Matter 運動、 ドナルド ・ トランプ大統領就任反対デモまで、

オバマ政権下で様々な社会運動が盛り上がった時期でもあった。 研究のかたわら、

折を見て友人たちが参加しているこうした集会やデモに自分も出かけていって、 コー

ル ・ アンド ・ レスポンスに合わせて声を出したり、 周囲との一体感を感じることで、

自分が歴史的瞬間に立ち会っているかのような錯覚を覚えると同時に、 過去のアメ

リカの社会運動もこんな雰囲気だったのだろうかなどと考えたりした。

　こういったことは挙げていけばきりがない。 いろんな土地への旅行はもちろんのこと、

子供の出産をアメリカで経験したことも、 自家用車の後ろにコンテナ車をつけてボスト

ンからワシントン DC までドライブして引っ越しした経験も、 絶対行ってはいけないと言

われた貧困地区に迷い込んだことも、 あらゆることが自分のアメリカ社会に対する理

解を深めてくれた。 そして、 こうした 「実体験としてのアメリカ」 が、 勉強や読書を

通じて知るアメリカの過去や現在の社会と響き合って、 自分のなかのアメリカの社会

像をより深い、陰影のあるものにしてくれたように思う。 おそらく、留学やフィールドワー

クを経験した外国研究者は、 多かれ少なかれこうした経験を持っているはずである。

　国際学部でアメリカの歴史や文化、 社会について教える時、 常にこの 「ふたつの

アメリカ研究」 を意識して学生たちに伝えるよう心がけている。 教科書や本に書いて

ある知識だけではなく、 実体験に裏打ちされた生きたアメリカ理解を伝えていければ

と思っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2017.12.25）
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 28. 外国語のカタカナ表記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 神田 千冬

　昨年六月に生れたパンダの香香は生後六ヶ月を迎え、 一般公開も始まった。 そ

の愛くるしい姿は人々の心をなごませ、 「シャンシャン」 という名前もメディアを賑わ

せている。

　 「香香」 の中国語での発音は中国語表音ローマ字では “xiangxiang” と表記さ

れ （イントネーションを示す声調記号は省略する。 以下同様）、 あえてカタカナで書

くなら 「シァンシァン」 が原音に近い。 「シャン」 と表記すると、“shang” または “shan”

の音が思い浮かぶ。 “shang” は 「上野 shangye」 の “shang” でもあり、 中国語

を知る者にとっては 「シャンシャン」 は 「上上」 かと思ってしまう。 事実、 あるラジ

オ番組では 「上野動物園で生れたから 『上上』 と名づけたのかと思った」 というリ

スナーの手紙を紹介していたという。

　また、 香香の一般公開直後、 中国外交部の華春瑩副報道局長が定例記者会

見で 「シャンシャン」 について日本人記者から質問を受け、 一瞬、 日本外務省の

杉山晋輔事務次官に関する質問と聞き違えたというニュースも報じられた。 「杉山」

の表音ローマ字表記は “shanshan” でまさに 「シャンシャン」 と発音するからだ。

中国語の発音からみると、「シャン」 は “shang” や “shan” とは結びつくが、“xiang”

とは結びつきにくいことがわかる。 このように中国語では “xiang” と “shang” は別

の音であり、 意味も違ってくるので、 カタカナでも書き分けるのが望ましい。

　同様の例は中華料理の定番 「青椒肉糸」 （チンジャオロース） の 「椒 jiao」 や 「小

籠包」 （ショーロンポー） の 「小 xiao」 にも見られる。 “jiao” には似た音に “zhao”

があり、「ジャオ」と書くと両者の区別がつかない。 “jiao”を「ヂァオ」、“zhao”を「ジャ

オ」と書き分ければ、完全とはいえないまでも区別できる。 “xiao”も類似音の“shao”

と区別するには 「シァオ」 と 「シャオ」 に書き分けたいところだ。

　しかし、 他の外国語でもカタカナ表記が原音の違いを書き分けていない例がある。

例えば、 「シンクタンク」 （thinktank） の “think” と 「シンク」 （流し） の “sink” は

それぞれ語頭の子音が違うが、どちらも 「シンク」 と表記されている。 “club” （クラブ）

や “drum” （ドラム） のように l と r の違いも同じ 「ラ」 行になってしまう。
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　カタカナ表記にはもう一つ日本語の発音という問題が関わってくる。 日本語の音節

は大部分が 「子音＋母音」 の構造だが、 母音は単母音で、 複母音 （2 つ以上の

母音が１音節となる構造） がない。 「キャ ・ キュ ・ キョ」 （kja ・ kju ・ kjo） のように

半母音 ［ｊ］ を伴う拗音の構造がやや二重母音に近い。 一方、 中国語の母音には

“ia ・ ie ・ uo” などの二重母音や “iao ・ uei” などの三重母音、 また複母音に “n 

・ ng” がついた “iang ・ uan” などの鼻母音があり、 日本語より複雑で音節数も多

い。 中国語学習の入門段階でこの二重、 三重母音を正確に習得するのはなかな

かむずかしい。 例えば、 「家 jia」 は 「ジャ」 に、 「橋 qiao」 は 「チャオ」 に、 と拗

音的になりやすいし、 「図書館」 の 「館 guan」 （グァン） は “u” が抜けて 「ガン」

になりやすい。 日本人は二重、 三重母音に慣れていないからである。 「香香」 も仮

に 「シァンシァン」 と表記しても、 多くの日本人は 「シャンシャン」 と発音してしまう

だろう。 拗音の 「シャ」 の方が言いやすいからだ。

　カタカナはどんな外国語も巧みに日本語にとりいれているようにみえるが、 やはり日

本語の文字という限界を超えることはできない。 カタカナ語と元の外国語との違いは

すでに多くの研究者の指摘するところである。

　とはいえ、 日常生活における外国語や外来事物の増加によってカタカナ語も少し

ずつ変化している。 かつて、” fan ・ film” を 「フアン ・ フイルム」 と発音した世代は

減り、 「ファン ・ フィルム」 は定着した。 「デュエット」 の 「デュ」 や 「カンツォーネ」

の 「ツォ」 も外国語の影響で生れた表記である。 “raincoat” は 「レーンコート」 よ

り 「レインコート」 の方が優勢になってきた。 後者は原音の二重母音 ［ei］ を反映

させている。 “play” も 「プレー」 に加えて 「プレイ」 も見られる。 このような外国語

のカタカナ表記の多様化がこれからも進んでいくならば、 中国語のカタカナ表記もど

う変化していくのか、 興味深いところである。

　日本に生れ、 カタカナの名前をもらったシャンシャンが元気にすくすくと育ち、 こと

ばの壁を越えて日中両国で愛され続けることを願っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2018.1.13）
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 29.“Japan's International Relations”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                Craig Mark 

 Which countries do you think are most important for Japan? Is it the USA? 

America has been Japan’s military ally since the Security Treaty of 1951, and has 

promised to protect Japan ever since. The US is also an important trading partner, 

and source of investment, including importing popular American culture such as 

music, fast food, and Disney! Of all the world’s leaders, Prime Minister Shinzo Abe so 

far appears to have developed the closest personal relations with controversial US 

President Donald Trump. 

 Is it China? It is Japan’s largest trading partner, with ever-higher numbers of 

tourists and students visiting Japan. A rising economic and military power, China 

also has a territorial dispute with Japan. But are Japan’s other near neighbours more 

important? South Korea also has a territorial dispute as well as other historical issues 

with Japan, but it is a popular source of imported culture, particularly TV dramas and 

K-pop. North Korea is currently the most serious security threat to Japan, due to its 

recent missile tests near and even over Japan. 

 How about the other countries in the Asia-Pacifi c region? Japan gives a large 

amount of Overseas Development Aid (ODA) to the ASEAN countries, as well as 

high amounts of foreign investment. Japan is also increasing its security ties with 

countries such as Vietnam and the Philippines. Trade and security links with India, 

another major rising economy, are also increasing. 

 What about Europe? Japan has recently concluded an Economic Partnership 

Agreement with the European Union, which is the second-largest economy in the 

world, after the US. Japan has also improved its diplomacy with Russia, which aims 

to increase trade and investment, and resolve the territorial dispute between Russia 

and Japan. 
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There are also cultural as well as trade and investment ties to Latin America, through 

the descendants of Japanese migrants to Brazil and Peru. Japan is also seeking 

to increase trade and investment with Africa and the Middle East, although these 

regions are sources of international security concerns, such as armed confl icts and 

terrorism. 

 Finally, how important is the relationship between Japan and Australia? After a 

Commerce Agreement in 1957, and a Treaty of Friendship and Co-operation in 1976, 

Japan remains Australia’s second largest trading partner, particularly in minerals and 

other commodity exports. The Japan-Australia Economic Partnership Agreement 

was concluded in 2015, which has further increased trade. Both Japan and Australia 

share the US as their main ally, and the three countries regularly hold the Trilateral 

Strategic Dialogue. The Japanese Self-Defense Force and the Australian Defence 

Forces have been increasing cooperation in security training, and previously 

participated together in Peacekeeping Operations in Cambodia, East Timor, and Iraq. 

 As we can see, in this complex interconnected world, Japan has important 

relations with many different countries. To better understand these relationships, the 

Faculty of International Studies is a perfect place for Kyoritsu Women’s University 

students to learn more about them.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2018.1.15）
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